
論 文

I
G
E
C
の
事
業
部
化
と
国
際
戦
略

の
転
換

一
 
は

じ

め

に

本
稿

は
、

ア
メ
リ

カ
の
ゼ
ネ

ラ
ル

・
エ
レ
ク
ト
リ

ッ
ク
社

、
以
下
G

E
と

略
)

が

一
九
五

二
年

に
行

っ
た
組
織

再
編
成

の

一
つ
で
あ
る
、

国
際
子
会
社

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル

・
ゼ
ネ

ラ

ル

・
エ

レ

ク

ト

リ

ッ
ク

社

、

以
下

I
G
E

C
と
略
)

の
事

業
部

化
と

そ

の
背

景
に
あ
る
国
際
戦
略

の
転
換
を

明
ら
か
に
す

る
も

の
で
あ

る
。

G
E
は
、

一
八
九

二
年

に

エ
ジ

ソ
ン

・
ゼ
ネ

ラ
ル

・
エ
レ
ク
ト

リ

ッ
ク

社

、

ト

ム
ソ

ン
=

ヒ

ュ
ー

ス

ト

ン

・
エ

レ

ク

ト

リ

ッ

ク

社

と

の
合
併

に
よ

っ
て
設
立

さ
れ

て
以
来
(
1
)

、

一
貫

し

て
国
際
的
な

活
動
を
行

っ
て
き

て

い
る
。
G
E

の
百
余
年

に
わ
た
る
国
際
経
営

の
歴
史

は
、
電
気
機
械
産
業

に
お

い
て
そ
の
成
立
期

か
ら
す

で
に
国
際
的
な
競
争

西

村

成

弘

が
行
わ
れ

て
き
た
こ
と
を
表
し
て

い
る
。
し
か
し
G
E

の
国
際
経

営

の
方

法
は

一
つ
の
方
法
で

の
み
展
開
し
た
わ
け
で
は
な

く
、

一
般
的

な
特
徴

に

よ

っ
て
区
別
す
れ
ば
、
両
大
戦
間
期

の
国
際
カ
ル
テ
ル
を
軸
と

し
た
展
開

と
、
第

二
次
世
界
大
戦
後
今
日
ま
で

の
、
海
外
直
接
投
資

に
よ
る
展
開
、

い
わ

ゆ
る
多
国
籍
的
な
展
開
と

い
う
二

つ
の
方
法

で
行

わ
れ
て
き

た
。
こ

の
よ
う
な
国
際
カ

ル
テ
ル
と
海
外
直
接
投
資

と

い
う

二

つ
の
国
際

戦
略

は

G
E
と

い
う

一
企
業

の
歴
史

の
な
か
で
ど

の
よ
う

に
関
連

し
て

い
る

の
で

あ

ろ
う
か
。

G
E

に
お

い
て
国
際
カ

ル
テ
ル
戦
略
か
ら
海
外
直
接
投
資
戦
略

へ
の
転

換
が
な
さ
れ
た

の
は
、
第

二
次
世
界
大
戦
と
そ

の
後

の
約

一
〇
年

間
、
す

な
わ
ち

一
九
五
〇
年
代

で
あ
る
。
こ

の
約

一
〇
年

間
を
挟

ん
で
、
G
E
は
、

両
大
戦
間
期

の
国
際
カ

ル
テ
ル
を
中
心
と
し
た
戦
略

か
ら

一
九

六
〇
年
代

の
直
接
投
資

に
よ
る

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
進
出
と

い
う

戦
略

に
転
換

す
る
。

一
九

五
〇
年
代

の
国
際
経
営
戦
略

の
転
換
を
象
徴
す
る
の
は
、
国
際
子
会
社

I
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G
E
C
の
G
E
本
社

へ
の
吸
収

・
事
業
部
化
で
あ
る
。
両
大
戦

間
期

に
G

E
の
国
際
戦
略
を
担

っ
て
い
た
I
G
E
C
は
、

一
九
五
二
年

に
G
E
社
長

の
ラ

ル
フ

・
J

・
コ
ー
デ
ィ
ナ
ー

に
よ
る
全
社

的
な
事
業
部
制
導
入

の

一
環
と
し

て
G
E
に
吸
収
さ
れ
、

一
事
業
部
と

な

っ
た
。

I
G
E
C
を
事
業
部
と
し
た
G
E

の
組
織
体
制

は
、

一
九

五
九
年

ま

で
続
き
、

こ
の
体
制
が

一
九
五
〇
年
代

の
G
E

の
国
際
戦
略
を
支
え

た
。

し
た
が

っ
て
、

一
九
五

二
年

の
I
G
E
C

の
事
業

部
化

が
ど
の
よ
う

な
背

景

の
も
と

で
、

い
か
な
る
意
思
決
定
に
も
と
つ

い
て
行

わ
れ
た
の
か
を
明

ら
か

に
す

る
こ
と
は
、
G
E

の
国
際
カ

ル
テ
ル
戦
略

か
ら
海
外
直
接
投
資

戦
略

へ
の
展
開
を
明
ら
か

に
す
る
上
で
必
要
な
こ
と
で
あ

る
。

G
E
の
国
際
経
営
史
に
お

い
て

一
大
画
期

を
な
す
時
期

に
も

か
か
わ

ら

ず
、

一
九
五
〇
年
代

の
国
際
戦
略
を
明
ら
か
に
し
た
先
行
研
究

は
き
わ

め

て
少
な
く
、
研
究
史
上

の
空
白

と
な

っ
て

い
る
と

い
っ
て
も

よ

い
。

従
来
通
説
と
な

っ
て
い
る

の
は
、

マ
イ
ラ

・
ウ
ィ
ル
キ
ン
ズ

の
見
解

で

あ

る
。
す
な
わ
ち
、

一
九
五
〇
年
代

の
G
E

の
国
際
戦
略

は
、
戦
後

の
反

ト

ラ
ス
ト
法
裁
判

に
よ

っ
て
台

無
し
に
さ
れ
、
海
外
直
接
投
資
も
減
少

し
、

一
九
六
〇
年
代
に
お
け
る

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
進
出

は
ゼ

ロ
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
と

な

っ
た
、
と

い
う
も

の
で
あ
る
(
3
)

。
ウ
ィ
ル
キ

ン
ズ

は
国
際

カ
ル
テ
ル
と
海

外
直
接
投
資
と

い
う
二

つ
の
指

標

の
み
に
よ

っ
て
G
E
の
国
際
的
な
活
動

を
評
価
し

て
お
り
、
G
E

の
輸

出
戦
略

に

つ
い
て
は
分
析

し
て
い
な

い
。

反
ト

ラ
ス
ト
法
裁
判
に
よ

っ
て
国
際
カ
ル
テ
ル
と

そ
れ
を
担
保

し
た
少
数

株
投
資
が
法
的
に
制
限
さ
れ
、
G
E
が
両
大
戦

間
期

の
戦
略
を
変
更
せ
ざ

る
を
得
な
か

っ
た

の
は
事

実
で
あ
る
が
、
他
方

で
、
第

二
次
大
戦
後

の
世

界
市
場

の
拡
大
は

G
E
に
国
際
カ

ル
テ
ル
の
破
棄
を
迫

っ
た
。
国
際
カ
ル

テ
ル
と
海
外
直
接
投
資
と

い
う
指
標
だ
け

で
は

一
九
五
〇
年
代

の
G
E
の

国
際
戦
略
は
明
ら
か

に
さ
れ
得
な

い
と
私
は
考
え

て
い
る
。

G
E
の
通
史
を
扱

っ
た
も

の
に
小
林
袈
裟
治
氏
と
坂
本
和

一
氏

の
研
究

が
あ

る
。

小
林
氏
は
G

E
の
前
史
か
ら

一
九
六
〇
年
代
ま

で
の
期
間
を
扱

っ
て

い

る
が
、
G

E
は

一
九
五
〇
年
代

の
国
際
戦
略
に
重
き
を
お
か
ず

「商
品
輸

出
と
特
許
使
用
料

の
収
取
程
度

に
と
ど
め
お
く
」
状
況
で
あ

っ
た
に
過
ぎ

な

い
と
消
極
的
な
評
価
を
行

っ
て
い
る
(
4
)

。
と

い
う

の
は
、
氏
は
G
E
の
通

史
を
述

べ
る
に
あ
た
り
、
そ

の
国
際
経
営

の
発
展
を

「
世
界
企
業
」

と

い

う
概
念

で
捉
え

て
い
る
が
、
氏

の
い
う

「
世
界
企
業
」

の
中
心
的
内
容

は

「現
地
生
産
中
心
主
義

」
、
す
な
わ
ち
生
産
設
備
に
対
す
る
海
外
直
接
投
資

を
指
標
と
し

て
い
る
か
ら

で
あ
る
(
5
)

。
氏

の
研
究
に
は
こ

の
点

で
ウ
ィ
ル
キ

ン
ズ
と
同
様

の
限
界
が
あ
り
、

一
九
五
〇
年
代
に
お
け
る
G
E
の
輸
出

の

意
味

に
つ
い
て
は
触
れ
ら
れ

て
い
な

い
。

一
方
坂
本
氏

の
研
究
は
、
G
E

の
通
史
を
も

っ
ぱ
ら
経
営
組

織

の
変
革

か
ら
捉
え
た
も

の
で
あ
る
(
6
)

。
氏

の
研
究
に
お

い
て
は
国
際
経
営

組
織

に

つ

い
て
分
析
さ
れ

て
い
る

の
は

一
九
五
五
年
以
降
で
あ
り
、
I
G
E
C
の
事

業
部
化
は
触
れ
ら
れ

て
は

い
る
も

の
の
、
ど

の
よ
う
な
目
的
で
I
G
E
C

が
事
業
部
化
さ
れ
た

の
か

に
つ
い
て
は
分
析
が
な
さ
れ
て

い
な

い
。

こ
の
よ
う
な
研
究
史
上

の
空
白
が
生
じ
る

の
は
史
料

的
制
約

に
よ
る
と

こ
ろ
が
大
き

い
。
本
稿
を
執
筆
す
る
に
あ
た
り
、
筆
者

は
次

の
よ
う
な
新

史
料
を
使
用
し

て
い
る
。

一
九
五
〇
年

代
に
お

い
て
G
E
が
戦
後

の
国
際
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戦
略

を
選
択
す

る
際

の
意
思
決
定

に
関

し
て
、

I
G
E
C

の
社
長

で
あ

っ

た
W

・
R

・
ヘ
ロ
ッ
ド

が

一
九

四

五
年

か
ら

一

九
五
〇
年
ま

で
に
行

っ
た
ス
ピ

ー
チ
を
記
録

し
た
文
書
と
、
G

E
の
取
締

役
会
会

長
で
、

一
九

五
〇
年
代
全
般

に
わ
た

っ
て
G
E
の
国
際
戦
略
を
担

当

し
た

フ
ィ
リ

ッ
プ

・
D

・
リ
ー
ド

の

一
九

四

八

年
か
ら

一
九
五
八
年
ま
で
の
ス
ピ

ー
チ
記
録
文
書
と

ス
ピ

ー
チ
メ
モ
を
使

用
し
た
。
加
え

て
、
G
E
と
I
G
E
C
の
組
織

に
加
え
ら

れ
た
変
更
を

み

る
た
め

に
G
E

の
取
締
役
会

議
事
録
を
使

用
し
た
。
こ
れ
ら

の
資
料

は
合

衆

国

ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク

州

ス
ケ

ネ

ク

タ

デ
ィ

に
あ

る
G

E
関

連

史

料
館と

デ
ラ
ウ

ェ
ア
州
ウ

ィ
ル
ミ

ン
ト

ン
に
あ
る
デ

ュ
ポ

ン
社

関
係

の
史
料
館
、

に
て
筆
者
が
収
集
し
た
も

の
で
あ
る
。

本
稿

で
は
、

二
に
お

い
て
両
大
戦
間
期
に
お
け
る
G
E

の
国
際
戦
略

、

す
な
わ
ち
国
際
カ

ル
テ
ル
戦
略

に
つ
い
て
、
と
く

に
電
機

製
品

の
輸
出

と

の
関
連

に
注
視
し
な
が
ら
述

べ
る
。
さ
ら

に
、
両
大
戦
間
期

に
お
け
る
G

E
の
国
際
経
営
組
織

の
形
態
、
す
な
わ
ち
独
立
子
会
社
と
し

て
の
I
G
E

C
が
国
際

カ
ル
テ
ル
戦
略

に
適
合
し
た
組
織
形
態

で
あ

っ
た

こ
と
を
示
す
。

三
に
お

い
て
、
第

二
次
世
界
大
戦

に
よ

っ
て
国
際

カ
ル
テ
ル
が
受
け
た
影

響

を
述
べ
、

G
E
が
戦
後

の
世
界
市
場

に
お

い
て
は
カ

ル
テ
ル
に
依
拠
せ

ず
に
輸
出
を
行
う
戦
略
を
と

る
こ
と
を
述

べ
る
。
そ

の
際
独
立
子
会
社
と

い
う

I
G
E
C
の
組
織
形
態

が
輸
出
強
化

の
制
限
と
な
り
、

一
九

四
六
年

に
取
締
役
会

が
再

編
さ
れ
る
こ
と
を

明
ら
か

に
す

る
。
四

で
は
、

一
九
四

七
年
か
ら

一
九

五
二
年

に
か
け
て
出
現
し
た
あ
ら

た
な
競
争
関
係

が
明
ら

か
に
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
ウ

ェ
ス
チ

ン
グ

ハ
ウ

ス
社

、
以

下
W

H
)

が
国
際
競

争
上

の
直
接

の
競
争
相

手
と

し

て
現
れ

て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
G
E
は
主
に
W
H
や
そ
の
他

の
ア
メ
リ
カ

電
機
企
業
と

の
競
争
関
係

の
変
化
に
よ
り
、
G
E
と
I
G
E
C
と

の
関
係

を
よ
り
密

に
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、

一
九
五
二
年

に
I
G
E
C

の
事
業

部
化
を
決
定
す
る
。
以
上

の
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て

い
く
。

二
 

国

際

カ

ル

テ

ル
と

I
G

E

C

1
 
戦
間
期

の
電
機
市
場

こ
こ
で
は
ま
ず
、
国
際

カ
ル
テ
ル
が
支
配
し
た
両
大
戦
間
期

の
電
機
市

場

に

つ
い
て
、
主
要
な
競
争
国

で
あ

っ
た

ア
メ
リ
カ
と
ド
イ

ツ
の
状
況
、

次

い
で
輸
出
市
場

の
状
況

に

つ
い
て
概
観
し
、
G
E

の
両
大
戦
間
期

に
お

け
る
輸
出

の
特
徴
を

み
る
。

戦
間
期

に
お
け

る
電
機
市
場

の
特
徴
は
、
な

に
よ
り
も

ア
メ
リ

カ
に
お

い
て
巨
大

な
市
場

が
形
成

さ
れ
た

こ
と

で
あ

る
。
表

1
に
よ

っ
て
、
両
大

戦
間
期

に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
電
機
市
場

の
規
模
を
国
内
消
費
額

で
見

る
と
、

一
九
三
五
年
か
ら

一
九

三
九
年
ま

で
の
平
均

で
、
年
間
約

一
三
億

三
〇
〇

〇
万
ド

ル
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
市
場

で
は

一
九

二
〇
年
代

に
家
電
製
品

の

普
及
が
見
ら
れ
、
電
気

冷
蔵
庫

、
真
空
掃

除
機
、
電
気

レ
ン
ジ
、

ラ
ジ
オ

受
信
機
な
ど

の
市

場
が
急

速
に
拡
大

し
た
(
7
)

。
ア
メ
リ
カ
に
お
け

る
こ
の
よ

う
な
家
電
製
品
市

場

の
拡
大
は
、
消
費

電
力
量
を
拡
大

さ
せ
、

こ
の
拡
大

す
る
電
力
需
要
を
満
た
す
た
め

の
発
電
設
備
も

一
九

二
〇
年
代

に
拡
大

し

た
(
8
)

。

一
方

、

ド

イ

ツ
市

場

は

ど

う

で

あ

っ
た

か
。

表

1

に

よ

る
と

、

同
時
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表1 アメ リカと ドイツの電気機械生産,輸 出入,市 場規模 の比較

(単位:100万 ドル)

注) n.a.=不 明。

a: 1935年 か ら1937年 までの3年 間の平均。

b:こ の表 におけるアメ リカの輸出額は 「消費 目的の輸 出」に限定 されてい る。

出所) Backman, Jules, The Economics of the Electrical Machinery Industry, 1962, p. 46, p. 281, p. 361; Electrical 

World, Vol.125, No.9, 1946. 3. 2, p. 144 より作成。

期

の
ド
イ

ツ

の
国
内
市
場

規
模

は
年
間

約

五
八
〇
〇

万
ド
ル
で
あ

っ
た
。
ア
メ

リ
カ
と
ド
イ

ツ
の
市
場
規

模
を
比
較
す

る
と
、

ア
メ

リ
カ
市
場
は

ド
イ

ツ
市
場

の
約

二

・
三

倍

の
規
模
を

持

っ
て
い
た

こ
と

が
わ
か

る
。

両
大
戦

間
期

に
お
け

る
世

界
の
電

機
市

場
の
第

一
の
特
徴

は
、

こ

の
よ
う

に
、

ア
メ
リ
カ
で

巨
大
な
市
場
が
形
成
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

次

に
輸
出

市
場
が
ど

の
よ
う

な
特

徴
を
有

し
て

い
た

の
か

に
つ
い
て

み
る
。

両
大

戦
間
期

の
主
要

な
電
機
輸
出

国
は
ア

メ
リ

カ
、
ド
イ

ツ
、

そ

し
て
イ
ギ

リ
ス
で
あ

っ
た
。
こ

の
三
国

の
輸
出
額

を
比
較
し
た
も

の

が
表

2
で
あ

る
。

一
九

二
九

年

の
大
恐
慌
を
境

と
し

て
、
そ
れ
以
前

と

以
後

で
は
ド
イ

ツ
、

イ
ギ
リ

ス
、

ア
メ
リ

カ
と

も
に
輸
出
額
を
減
少

さ

せ
て

い
る
が
、

三
国
を
比
較

す
る
と
ド
イ

ツ
の
輸
出
額
が

つ
ね

に
他

の

二
国
を
上
回

っ
て

い
る
こ
と
が
わ
か

る
。

一
九

一
三
年
、

二
五
年

、
二

九

年

の
三
年
を
平
均

す
れ
ば
、
ド
イ

ツ
の
輸

出
額
は
年
間
約

一
億

一

一

〇
〇
万
ド

ル
、
次

い
で
ア

メ
リ

カ
は
約
九

〇
〇
〇
万
ド

ル
、
イ
ギ
リ

ス

は
約
七
三

〇
〇
万
ド

ル
で
あ

っ
た
。
ま

た
、

一
九
三
〇
年
代

を
平
均
す

る
と
、
ド
イ

ツ
、

ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ

リ
ス

の
順

で
、
そ

れ
ぞ
れ
約

六
五

一
〇
万
ド

ル
、
約
五
六
七
〇
万

ド
ル
、
約

四
五
〇
〇
万

ド
ル
で
あ

っ
た
。

こ
こ
で
本

国
市
場

の
規
模
と
比
較
す

る
と
、

ア
メ
リ
カ
と
ド
イ

ツ
に
関

し

て
は
次

の
こ
と
が
言
え

る
。
す

な
わ
ち
、
輸
出
比
率

を
見
れ
ば
、

ア

メ
リ
カ
が
六

・
八
%
で
あ

る
の
に
対

し

て
、
ド
イ

ツ
は

一

一
%

で
あ
り
、

ド
イ

ツ
電
機

産
業

の
輸
出
志
向

が
強

い
と

い
う

こ
と
で
あ
る
。
ド
イ

ツ

電
機
産
業

は
古
く
か
ら
重
電

に
関
す
る
独
自

の
技
術

を
発
展
さ
せ

て
お

り
(
9
)

、
重

電
を
中
心
と

し
た
生

産
を
行

っ
て
い
た
。

し
か
し
ド
イ

ツ
市
場

が
狭

隘
な
た
め
、
ド
イ

ツ
電
機
企
業
は
、
主

に

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
大
陸
諸

国

と

い
う

供
給
先
を
確
保

し
輸

出
を
行

っ
た

の
で
あ
る
。

こ
れ
が
両
大

戦

間
期

に
お
け

る
世
界
市
場

の
第

二
の
特
徴

で
あ
る
。

こ
れ
ら
が
両
大
戦
間
期

に
お
け
る
電
機
市
場

の

一
般
的
な
概
観

で
あ
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る
が
、
と
く
に
輸
出
市
場
に

つ
い
て
は
次

の
こ
と

に
注
目
す

べ
き

で
あ

る
。

表

2
で
示
さ
れ
た
三
国
の
輸
出

は
す

べ
て
が
同

一
地
域

に
向
け
ら
れ
全
面

的
な
競
争
が
行

わ
れ

て
い
た
わ
け
で
は
な

い
。
電
機
製
品

の
輸
出
地
域
は
、

全
輸
出

の
約
三
分

の

一
が
大

陸

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
に
向
け
ら
れ
、
か

つ
こ
の
部

分
は
大
部
分
が

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
内

の
取
引
で
あ

っ
た
(
1
0
)

。
輸
出

の
四
分

の

一
か

ら
三
分

の

一
は
大
英
帝
国
諸

国

の
輸

入
で
あ
り

、
残
り

三
分

の

一
が
そ

の

他

の
地
域
に
向

け
ら
れ
て

い
た

の
で
あ
る
(
1
1
)

。

こ
の
よ
う
な
輸
出
地
域

の
分

割
は
、
後
に
述
べ
る
よ
う

に
、
G
E
が
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
主
要
な
電
機
企
業

表2 電気機械輸 出の売上高

(単位:100万 ドル)

出所) Electrical World,  Vol.125, No.9, 1946. 3. 2., p. 144よ り作 成 。

と
輸
出
市
場
を
分
割
す

る
諸
協
定
を
締
結
し

て

い
た

こ
と

に
よ
る
も

の

で
あ

る
。
両
大
戦
間
期
、

G
E
は

一
部
を
除
く
大

英

帝

国

諸

国

と

大

陸

ヨ
ー
ロ

ッ
パ
諸
国
以
外

の
地
域

に
輸
出
を
行

っ

て

い
た
。

し
た
が

っ
て
、

両
大
戦
間
期

に
お
け

る

G
E
の
輸
出
市
場
は
、

一
部

の
大
英
帝
国
諸
国

と

ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
、

中
近
東
な
ど

の
途
上
国

地
域

に
向
け

ら
れ

て
い

表3 電気機械産業 における時 間当た り賃金比較(補 助的賃金 を除 く;ド ル換 算)

(1938, 1948-1959年)

注) a:電 気機械産業 にお ける1ヶ 月の賃金 を労働時間で除 して算 出(労 働 していない時間に対 して支払われ

ている場合があ り,賃 金支払い額の減少が見 られる月があ る)。

b: 1959年 の機械 ・金属冶金産業 の数字。

出所)  Backman, Jules, The Economics of the Electrical Machinery Industry, 1962, p. 363, Appendix Table 31 より作

成 。

た
の
で
あ

る
。
そ
の

規
模

は
年

間
輸
出
額

で
約

二
五
〇
〇
万

ド

ル
で
あ

っ
た
。

ま

た
、

両
大
戦

間

期

に
お
け

る
電
機
製

品

の
輸
出
市
場

の
特

徴
を
、
と
く

に
ア
メ

リ
カ
の
輸
出

に
限

っ

て
み
る
と
次

の
よ
う

に
な
る
。

ア
メ
リ
カ

が
世
界
市
場

に
供
給

し
て

い
た
電
機
製
品

種
類

の
構
成

は
、

こ

の
期

間
に
大
き
く
変

化

し
た
。
す

な
わ
ち
、

ア
メ
リ
カ
の
電
機
輸

出

に
占

め
る
重
電

の

割
合

が
減
少

し
、

ラ

ジ
オ
、
冷
蔵
庫
、
兜
工

調

設
備
な
ど

の
輸
出

割
合

が
増
加

し
た
。

第

一
次
大
戦
後

の
約
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五
年
間

に
お

い
て
、
重
電
は

ア
メ
リ
カ

の
電
機
輸
出
額

の
七
五
%
以
上
を

占
め
た
が
、
第

二
次
大
戦
前

の
四
年
間

で
は
、
重
電
は
全
体

の
四
〇
%
以

下
に
な

っ
た
。

こ
の
下
落

の
原
因
は
重
電
製
品
が
労
働
集
約
的
な
製

品
で

あ
り
、

ア
メ
リ
カ
と

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
と

の
労
働

コ
ス
ト
に
大
き

な
差

が

あ

っ
た
か
ら

で
あ
る
(
1
3
)

。
表

3
は
電
機
産
業
に
お
け
る
時
間
あ
た
り

の
賃
金

を
比
較
し
た
も

の
で
あ

る
。
た
と
え
ば

一
九
三
八
年

に
お

い
て
、
ア
メ
リ

カ
の
電
機
産
業
労
働
者

の
時
間
あ
た
り
賃
金
は
七
〇
セ

ン
ト
で
あ

っ
た
が
、

こ
れ

に
対
す

る
ド
イ

ツ
の
賃
金
は
三

一
セ

ン
ト
と
半
分
以
下
で
あ

っ
た
。

す

で
に
両
大
戦
間
期
か
ら
重
電
製
品
に
お

い
て
は

ア
メ
リ
カ
企
業

は
価
格

競
争
面

で
不
利

に
な

っ
て
い
た

こ
と
が
う
か
が
え

る
。

以
上

の
よ
う

に
、
両
大
戦
間
期
に
お
け
る
電
機
市
場
は
、
第

一
に
ア
メ

リ
カ

で
巨
大
な
市
場
が
形
成
さ
れ
た
こ
と
、

つ
い
で

ア
メ
リ
カ
、
ド
イ

ツ
、

イ
ギ
リ

ス
の
電
機
生
産
三
国
が
輸
出
市
場
を
そ
れ
ぞ
れ
分
割
し
て

い
た
こ

と
を
特
徴
と
し

て
い
た
。

2
 

国
際

カ
ル
テ
ル
と
輸
出
市
場

各
国

の
電
機
市
場

の
規
模
や
製
品

の
多

様
性
に
相
当
な
差
が
あ
り
、
す

で
に
先
進
工
業
国

に
お

い
て
先
導
的
な
電
機
企
業
が
存
在
し
て

い
た
両
大

戦
間
期

に
お

い
て
は
、
巨
大
な

ア
メ
リ
カ
市
場
を
G
E
が
確
保
す
る
こ
と
、

こ
れ
が
利
潤
獲
得

の
第

一
の
条
件
と
な

っ
た
(
1
4
)

。
す
な
わ
ち
、
ド
イ

ツ
を
は

じ
め
他

の
諸
国

の
電
機
企
業
が

ア
メ
リ
カ
市
場
に
参

入
し
、
あ
る

い
は
ア

メ
リ
カ
市
場

に
影
響
を
与
え
る

こ
と
を
阻
止
す
る
こ
と
が
必
要
と
な

っ
た
。

同
時

に
、
中
近
東

や
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
諸
国
な
ど
、
G
E
が
潜
在

的
な
市

場
と

み
な

し
て

い
る
年
間

二
億
ド

ル
か
ら
四
億
ド

ル
に
上
る
輸
出
市
場
に

お

い
て
安
定
的

な
輸
出
を
継
続
す
る

こ
と
が
G

E
の
国
際
戦
略

の
も
う

一

つ
の
軸
と
な

っ
た
。

電
機
産
業

に
お
け

る
企
業

の
競
争
力
は
技
術
と
価
格

に
よ

っ
て
決
定
さ

れ
る
の
で
、

G
E
は
技
術
、
価
格

の
両
側
面
か
ら

ア
メ
リ
カ
市
場

の
防
衛

と
輸
出
市
場

の
安
定
化
を
は
か

っ
て
い

っ
た
。

世
界

の
電
機
市
場
を
統
制
下

に
置
き
、
G
E

の
国
内
市
場
、
海
外
輸
出

市
場

に
お
け

る
権
益
を
保
護
し

て
い
く
た
め

に
は
、
な

に
よ
り
も
技
術
的

な
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
が
求
め
ら
れ
る
。
G
E
は

一
九
〇
〇
年

に
産
業
用

の

基
礎
科
学
研
究
所
と
し

て
は
世
界
最
初

の
中
央
研
究
所
を
設
立
し
、
研
究

開
発
を
積
極
的

に
進
め
た
(
1
6
)

。
国
内

に
お

い
て
は
、
W
H
が
G
E
に
次
ぐ
技

術
力
を
保
持

し
て

い
た
が
、

G
E
は

一
八
九
六
年

に
W
H
と
特
許
プ
ー

ル

協
定
を
締
結

し
、
あ

る
程
度
競
争
を
排
除
し
た
。
だ
が
、
新
技
術

の
開
発

と
獲
得

は
両
企
業
間

の
力
関
係
を
変
化
さ
せ
る
た
め
、
両
社
共
に
技
術
開

発
を
進

め
て

い
っ
た
。
他
方
、
国
際
競
争

に
お

い
て
は
、
早
く
か
ら
発
電

機

や
モ
ー
タ
ー
を

開
発

し
、
独
自

の
技
術
を
蓄
積
し

て
き
た
ド
イ

ツ
企
業
、

と

く
に
ジ
ー
メ
ン
ス
社
が

G
E
の
技
術
的
な
競
争
優
位
を
お
び
や
か
す
存

在

で
あ

っ
た
。

一
九

一
八
年

に
後

に

I
G
E

C
の
副
社

長

に
な

る
M

・

A

・
オ
ー

デ
イ

ン

は

「
海
外

製

品

の
頻
繁

な

変

化

-い
つ
も
発
見

の
可
能
性
が
専
門
家

や
科
学
者

に
よ

っ
て
保
護
さ
れ

て

い
る
わ
け

で
は
な

い
-

は
、
非
常

に
頻
繁

に
わ
れ
わ
れ

の
製
造
企
業

の

能
力
を
超
え

る
の
で
、
対
応

で
き
な

い
競
争
条
件
を
作
り
出
す
」
と
述

べ
、

と
く

に
海
外
企
業

の
技
術
開
発

に
つ
い
て
、
そ

の
統
制

の
必
要
性
を
認
識
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し
て
い
た

の
で
あ
る
(
1
7
)

。
他
方

で
、
価
格
面
に
お

い
て
は
、
先

に
述
べ
た
よ

う

に
、

ヨ
ー
ロ

ッ
パ
諸
国
と

の
間

の
労
働

コ
ス
ト

の
格
差

に
よ
り
、
G
E

は
す

で
に
両
大
戦
間
期
か
ら

ヨ
ー
ロ

ッ
パ

の
電
機
企
業
に
対
し
て
競
争

上

不
利

な
状
況

に
お
か

れ
続
け
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況

の
下

で
、

G
E
は
技
術
面
、
価
格
面

の
両
方
に
お

い

て
他

の
競
争
企
業
を
自
ら

の
統
制
下

に
置
く
た
め

に
、
各

企
業
ご
と
に
特

許

・
ノ
ウ

ハ
ウ
協
定
と
市
場
分
割
協
定
を
締
結
し
、
さ
ら
に
そ

の
支
配
を

全
世

界
規
模

に
広
げ

る
た
め

に
国
際

カ
ル
テ
ル
を
主
導
し
た
。

ま

ず
、
特
許

・
ノ

ウ

ハ
ウ
協
定
は
次

の
よ
う
な
も

の
で
あ

っ
た
(
1
8
)

。
G
E

が
相
手

企
業

の
母
国

に
保
有

し
て

い
る
G

E
特
許
を
相
手
企
業

に
独
占
的

に
ラ
イ
セ
ン
ス
す

る
。
す
な
わ
ち
、

そ
の
国

の
G
E
特
許

の
使
用
を
相
手

企
業

に
だ
け
認

め
る
。
反
対

に
相
手

企
業
は
、
現
在
所
有
し

て
い
る
特
許
、

あ
る

い
は
将
来
取
得

す
る
ア
メ
リ
カ
の
特
許
を

G
E
が
独
占
的

に
使
用
す

る
こ
と
を
認
め
、
ま

た
協
定

に
よ

っ
て
新
た
な
技
術
開
発
が
な
さ
れ
た
場

合
は
相
互
に
こ
れ
を

公
開
す

る
と

い
う

こ
と

が
規
定
さ
れ
た
。

同
時
に
、
締
結

さ
れ
た
個

別
企
業

ご
と

の
協
定

に
は
、
双
方

に
独
占
的

な
販
売

テ
リ
ト
リ
ー
を
割
当

て
る
条

項
が
挿

入
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
G

E
は
市
場
分
割
に
よ

っ
て
直
接

的
に
価
格

で
競
争
す

る
こ
と
を
回
避

し
た

の
で
あ
る
。
個
別
企
業
ご
と

の
協
定

に
お

い
て
は
、

G
E
特
許

の
使
用
を

許
可
す
る
条
件
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自

の
独
占
市
場
、
非
独
占
市
場
が

規
定
さ
れ
て

い
た
。
ど

の
個

別
企
業

と
の
協
定

に
お

い
て
も
、

ア
メ
リ
カ

市
場
と
カ
ナ
ダ
市
場
は
G
E
の
独
占
市
場

で
あ
り
、
相
手
企
業

は
参
入
す

る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
(
1
9
)

。
ま
た
、
個
別
企
業

間
の
協
定

に
お

い
て
は
、

中
近
東
市
場

、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
市
場

は
自
由
競
争
地
域
と

し
て
除
外
さ

れ
て
お
り
、
こ
れ
ら

の
地
域
で
は
競
争
が
行
わ
れ

て
い
た
。

G
E
は
こ
れ
ら

の
協
定
を
締
結
す

る
と
同
時

に
、

い
く

つ
か

の
主
要
な

企
業

に
対

し
て
少
数
株
式
投
資
を
行

っ
た
。
少
数
投
資

の
主
要
な
目
的
は
、

各

企
業
と

の
間
の
協
定

の
実
施
を
確
実

に
す
る

こ
と

に
あ

っ
た
。
両
大
戦

間
期

の
世
界
的
な
電
機
企
業

の
な
か

に
は
、
G
E

に
よ
る
少
数
資

本
投
資

を
G
E
の
支

配
が
及

ぶ
と

し
て
拒
絶

し
た
企
業
も

い
く

つ
か
あ

っ
た
。
従

来

の
研
究

で
G
E
に
よ
る
両
大
戦
間
期

の
海
外
直
接
投
資
と
し

て
注
目
さ

れ
て

い
る
の
は
こ
の
部
分

で
あ

る
。

G
E
は
ま
た
、
個
別

企
業
と
協
定
を
結

ぶ

一
方

で
、
そ
れ
を
世
界
規
模

で
ま
と
め
強
化
し
、

G
E

の
統
制
範
囲
を
全
地
球
規
模

に
広
げ

る
国
際
カ

ル
テ
ル
を
主
導

し
た
。
主

要
な
カ
ル
テ
ル
は

一
九

二
四
年

に
締
結
さ
れ
た

電
球
分

野
に
お
け

る

フ
ェ
バ

ス
協
定

と
、

一

九
三

〇
年

に
締
結

さ
れ

た
重
電
分

野

に
お

け
る
国
際

通
知

・
補

償
協
定

の

二

つ
で
あ
る
。
ま
ず

フ
ェ
バ

ス
協
定

は
、
電
球

の
生
産
量
、
販
売
量
、
販
売

地
域

の
割
当
て
、
販
売
条

件

の
規
制

、
技
術
情
報

の
交
換
を
規
定

し
て
い

た
(
2
2
)

。
さ
ら

に
電
球

の
生
産
と
販
売

の
み
な
ら
ず
、
電
球
部
品
と
電
球
製
造

装
置

の
生
産
、
販
売

に

つ
い
て
も
規
定

し
て

い
た
(
3
3
)

。

フ

ェ
バ
ス
企
業

へ
の

参
加
企
業
は
表

4
に
示
さ
れ
て

い
る
。

表

4
で
も
分
か
る
よ
う

に
、

ア
メ
リ
カ
の
主
要
な
電
球
生
産
企
業

で
あ

る
W
H
が

こ
の
協
定
に
は
参
加
し
て

い
な

い
。
G
E
は
W
H
と

は
独
自

に

協
定
を
締
結
し

て
お
り
、
W
H
が
電
球
を
輸
出

し
な

い
よ
う

に
統
制

し
て
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表4 フェバ ス協定 の参加企業(1924年12月20日 署名)

出所) US v. GE, 82. F. Supp. 753, p. 899よ り作 成 。

い
た
か
ら
で
あ
る
。
W
H

の
電
球
輸
出
を
規
制

し
た
協
定

は

一
九

二
八
年

に
締
結

さ
れ
た
。
こ

の
協
定

に
お

い
て
G
E
は
W
H
に
、

W
H
以
外

の
特

許
実
施
権

者
と
は
区
別
さ
れ
る
A
ラ
イ
セ
ン
ス
を
与
え
、

ア
メ
リ
カ
電
球

市
場
に
占

め
る
シ

ェ
ア
を
二
五

・
四
四
二

一
パ
ー
セ
ン
ト
ま

で
認

め
た
。

A
ラ
イ
セ

ン
ス
は
W
H
以
外

の
企
業

に
与
え

ら
れ
る
B
ラ
イ
セ
ン
ス
よ
り

表5 国際通知 ・補償協 定の参加 企業(1930年12月 の締結時)

注) * IGECの100%子 会社 で ロ ン ドン に拠 点 が あ っ た。

出所) Federal Trade Commission, International Electrical Equipment Cartels, 1948, pp. 3-4よ

り作 成 。

も
国
内

に
お
け
る
販

売
条
件
、

ロ
イ
ヤ
リ

テ
ィ
な
ど

に
つ
い
て

よ
り
有
利
な
条
項
を

含

ん
で
い
た
。
し
か

し
A
ラ
イ

セ
ン
ス
の

も
と

に
お

い
て
も
、

G
E
は
海
外
特
許
下

に
あ

る
ラ
イ

セ
ン
ス

を

W
H
に
与
え
な
か

っ
た
(
2
4
)

。

ア
メ
リ
カ
国

内

の
主
要
な
競
争
相

手

で
あ

る
W
H
の
輸

出
を
規
制
す

る
こ
と

に
よ

っ
て
も
、
G

E

は
世
界
的
な
電
球
生

産
を
統
制
し

て
い
た
。

次

に
国
際
通
知

・

補
償
協
定
は
、
重
電

製
品

が
主

に
受
注
生

産

に
よ

っ
て
生
産
さ
れ
る
と

い
う
特
性
を

反
映

し
て
、
受
注
を
談
合

に
よ

っ
て
割
当

て
る
国
際
カ

ル
テ

ル
で
あ
り
、

販
売
地
域

の
割

り
当

て
、
販
売

条
件

の
規
制
、
技
術
情
報

の
交
換

を
規
定

し
て

い
た
。

国
際
通
知

・
補
償
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協
定

の
参
加

企
業

は
表

5
で
示

さ
れ
て

い
る
。

こ
の
協
定
は
、
G
E
と
個

別
に
協

定
を
締
結

し
て

い
な

い
企
業
を
も
巻
き
込

み
、
世
界
市
場
全
体
を

統
制
し
よ
う

と
し
て

い
た
。
表

5
の
な
か
で
は
ド
イ

ツ
の
ジ

ー
メ
ン
ス
=

シ

ユ
ッ
ケ
ル
ト
ヴ

ェ
ル
ケ
、

イ
ギ
リ
ス
の
イ

ン
グ
リ

ッ
シ

ュ

・
エ
レ
ク
ト

リ

ッ
ク
、
ス
イ
ス
の
ブ
ラ
ウ
ン
=
ボ
ヴ

ェ
リ
な
ど
が

こ
れ

に
該
当
す

る
。

ま
た
、
国
際
通
知

・
補
償
協
定

は
、

一
九

二
九
年

に
は
じ
ま

る
大
恐
慌

へ

の
対
応
と
し
て
形
成

さ
れ
た
も

の
で
あ
り
、
個
別
企
業
間

の
協
定

で
は
除

外
さ
れ

て
い
た
地
域
、
す
な
わ
ち
競
争

が
自
由

に
行
わ
れ

て
い
た

ラ
テ
ン

ア
メ
リ
カ
な
ど

の
市

場
を
も
統
制

の
範

囲
に
含

め
る
も

の
で
あ

っ
た
。

こ

の
よ
う

に
、
二

つ
の
国
際

カ
ル
テ
ル
は
、

G
E
が
電
球
と
重
電

の
分

野

に
お

い
て
、
世
界
的
に
電
機
市
場

を
統
制
す

る
も

の
で
あ
り
、
ま
た
世

界
的
な
電
機
企
業

を
統
制
す

る
こ
と
が
G
E
の
国
際
戦
略

で
あ

っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
こ
こ
で
注

目
す

べ
き
こ
と

は
、
国
際
通
知

・
補
償
協
定

が
果
た
し
た
役
割
で
あ
る
。
こ

の
国
際
カ
ル
テ
ル
で
は

一
九

三

一
年
か
ら

一
九
四
〇
年

の

一
〇
年
間
に

一
億
三
五
〇
〇
万
ド
ル
以
上

の
取
引
が
引
き

合

い
に
出
さ
れ
た

の
で
あ
る
が
、
と
く
に
重

電
分
野
に
限

っ
て
み
る
と
、

こ
れ
ら

の
取
引

の
約

六
〇
%
は

イ
ギ
リ

ス
企
業
が
獲

得
し
、

G
E
は
約

八
%
を
獲
得
し
た
に
過
ぎ
な

い
。
ま
た
こ
れ
ら

の
取
引

は
そ

の
約
六

〇
%

が
イ
ギ
リ

ス
を
除
く
英
連
邦
諸
国
に
向
け
ら
れ
て
お
り
、

G
E
が
こ
の
国

際
カ

ル
テ
ル
に
よ

っ
て
直
接

的
な
利
益
を
得

て

い
な

い
と

い
う

こ
と

が
わ

か
る
(
2
9
)

。
し
か
し
大
恐
慌

の
影

響
を
受

け
て
生

ま
れ
た
こ
の
国
際

カ
ル
テ
ル

は
、
G

E
に
と

っ
て
は

「大

恐
慌

の
結
果
と
し
て
価
格

や
販
売
条
件

が
ひ

ど
く
崩
壊
す
る

の
を
防

い
だ
と

い
う
点
」
で
有
益

で
あ

っ
た

。

3
 
両
大
戦
間
期
の
国
際
経
営
組
織
-

I
G
E
C

両
大
戦
間
期
に
お

い
て
、
G
E
の
国
際
戦
略
す
な
わ
ち
国
際

カ
ル
テ
ル

戦
略
を
遂
行
し
た

の
は
、
完
全
所
有

子
会
社

の
I
G
E
C
で
あ

っ
た
。

I
G
E
C
は

一
九

一
九
年
に
、
そ
れ
ま
で
は
G
E
の

一
部
門

で
あ

っ
た

海
外
事
業
部
門
を
分
権

化
、
子
会
社

化
し
た
も

の
で
あ

る
。

I
G
E
C
は

第

一
次
世
界
大
戦
後

の
新
た
な
世
界
情
勢
を

目
前

に
し
て
、

G
E
の
経
営

者
が
海
外
市
場
を

「肯

定
的
で
挑
戦
的
な
機
会
」

で
あ

る
と

し
、

国
際
事

業
を
拡
大
す
る
た
め
に
設
立
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。

I
G
E
C
に
は
ア
メ

リ
カ
合
衆
国
と
カ
ナ
ダ
を
除
く
す

べ
て

の
海
外
諸

国
で
の
事
業

に
関
す
る

完
全
な
責
任
が
与
え
ら
れ
た
。

両
大
戦
間
期
に
お
け
る
G
E
と
I
G
E
C
の
関
係
を

み
る
と
次

の
よ
う

に
な
る
。
ま
ず
所
有
関
係

に
お

い
て
、
I
G
E
C
は
G
E
が

一
〇
〇
%
所

有
し

て
い
る
。
こ

の
点

で
は
I
G
E
C
は
G
E
の

一
部
で
あ

る
と

い
え

る
。

次

に
表

6
に
よ
る
と
I
G
E
C

の
取
締
役
会

メ

ン
バ
ー
は
、
ほ
と
ん
ど
G

E
の
取
締
役
が
兼
任
し

て
い
た
が
、
経
営
執
行
役

員
は
I
G
E
C
独
自

の

人
材

で
あ

っ
た
。
ま
た
、

I
G
E
C
が
行
う
業
務
は
G
E
と
の
契

約
に
よ

っ
て
決
め
ら
れ

て
お
り
、

I
G
E
C
が
販
売
す
る
G
E
製
品
は
す

べ
て
企

業
間

の
取
引
関
係
と
し

て
行
わ
れ

て
い
た
。
こ

の
よ
う
に
、
I
G
E
C

の

経
営
戦
略
は
取
締
役
会

レ
ベ
ル
に
お

い
て
G
E
と
連

絡
し
て

い
る
も

の
の
、

G
E
の
経
営
戦
略
と
は
相
対
的

に
独
自
な
も

の
で
あ

っ
た
。

一
九

二

四
年

か
ら

一
九

四
〇
年
ま

で
G
E

の
社

長
を

つ
と
め

た
ジ

ェ

ラ
ー
ド

・
ス
ウ
ォ
ー
プ

は
国

際
志
向

の
強

い
経

営

者

で
あ
り
、

一
九

一
九
年
か
ら

一
九

二
三
年
ま
で
は
I
G
E
C

の
社
長
で
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表6 IGECの 経営役員 と取締役会(1924年)

出 所) Moody's Industrial Manual, 1925よ り作 成 。

も
あ

っ
た
。
両
大
戦
間
期
に
お

い
て
、
ワ
ン

マ
ン
的

な
経
営
を
行

っ
た
ス

ウ

ォ
ー
プ
が
I
G
E
C

の
戦
略
に
対

し
て
強

い
影
響
力
を
持

っ
た
こ
と

は

容
易
に
想

像
し
う
る
。
し
か
し
こ
の
期

間
に
お
け

る
G
E
と

I
G
E
C
の

両
社

間
関
係

で
注
目
す

べ
き
こ
と
は
、
I
G
E
C
の
業

務
が
国
内
市
場

に

対
す

る
G
E
の
業
務
と

は
完
全

に
分
離
さ
れ

て
い

た
と

い
う
点

で
あ

る
。

G
E
が
組
織
的

に
I
G
E
C
を
子
会
社
と

し
、

業
務

と
し
て
は
国
内
と
海
外
を
明
確

に
分
離
し
た

の
は
次

の
二

つ
の
理
由

に
よ
る
。

I
G
E
C
を
子
会
社
と

し
て
ス
ピ

ン

・
オ

フ
し

た
理
由

の
第

一
は
、

ア
メ
リ
カ
市
場

と
海
外
市
場

が
そ
の
規
模
、
成
長

の
パ
タ
ー
ン
、
製
品

の
多
様

化
と

い
う
点

で
異
な

っ
て

い
た
た
め
で
あ

る
。
両

大
戦
間
期
の
ア
メ
リ
カ
市
場

で
は
、
消
費
者
向

け

電
機

市
場
が
急
速

に
拡
大
す

る
と
と
も

に
、
新

た

な
素
材
と
技
術
を

利
用
し
た
製
品
が
市
場

に
導

入

さ
れ
て

い
っ
た
。
こ

の
よ
う

な
ア
メ
リ
カ
市
場

で

国
内

の
他
企
業

と
競
争

し
事
業
を
拡

大
す

る
た
め

に
は
、
当
時
集
権

的
職
能
部
組
織
で
あ

っ
た
G
E

は
組
織
を
国
内
市

場
向

け
に
集

中
さ
せ
な
け
れ
ば

な
ら
な
か

っ
た
。
そ

の
組
織

再
編

の

一
つ
と

し
て

I
G
E
C

の
ス
ピ

ン

・
オ

フ
が
あ

っ
た
。

第

二
は
経
営
管

理
的
側
面
で
あ
る
。
海
外

で
の

事
業
活
動
、
ま
た

ア
メ
リ
カ
か
ら

の
輸
出
に
は
特
有

の
知
識
が
必
要
と
な

る
。
そ
れ
ら
は
、
海
外
取
引

に
特
有

の
事

情
、
法
律
、
関
税
、
経
済

的

・

商
業
的
同
盟
関
係
、
商
慣
行
、
信
用
規
制
に
関
す
る
知
識
な
ど
で
あ

る
。

さ
ら
に
こ
れ
ら

の
知
識
は
、
国
際
情
勢

の
変
化

や
発
展

に
よ

っ
て
独
自

に
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変
化
す

る
も

の
で
あ
る
。
G
E
が

ア
メ
リ
カ
市
場
と
海
外
市
場

で
の
事
業

を
分
離
す

れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ

の
事
業

の
経
営
管
理
に

つ
い
て
も
同
列
に
扱

う

こ
と

は
合
理
的

で
な
く
な

る
。

こ
の
よ
う

に
、
海
外
市
場

に
対
し

て
完
全
な
責
任
を
与
え
ら
れ
た
I
G

E
C
は
、
両
大
戦
間
期

に
お
け

る
G
E
の
国
際
戦
略
を

一
手
に
行

っ
た

の

で
あ

る
。
G
E
の
国
際
戦
略
を

I
G
E
C
の
役
割
と
し

て
ま
と
め
れ
ば
次

の
よ
う

に
な
る
。

I
G
E
C

の
主
要
な
役
割
は
、
対
先
進
国

で
は
、
個
別

企
業

と

の
特
許
と
販
売

テ
リ
ト
リ
ー
に
関
す

る
協
定

の
締
結
と
管
理
、

ロ

イ
ヤ
リ

テ
ィ
ー
の
徴
収
、
国
際

カ
ル
テ
ル
の
統
制
と
管
理
、
そ
れ
ら

の
協

定
に
基
づ

い
た
輸
出

で
あ

っ
た
。

さ
ら
に
I
G
E
C
は

い
く

つ
か

の
途
上

国
に
対
し
て
は
現
地
生
産
を
行

っ
て

い
た
。

電
機
産
業

は
生
ま

れ
な
が
ら
に
し
て
国
際
的
な
競
争
関
係

の
な
か

で
成

長
し
た

の
で
あ

る
が
、
そ
れ
は
国
際
情
勢

の
変
化

に
よ
り
大
き
な
影
響
を

受

け
る
産
業

で
も
あ

る
こ
と
を
意
味

す
る
。
両
大
戦
間
期

に
お

い
て
G
E

が
直
面
し
て

い
た
国
際
的
な
企
業

間
競
争
は
、

一
九

三
九
年

の
第

二
次
世

界
大
戦

の
勃

発
と
と
も
に
急
速

に
変

化
を
遂
げ

て

い
く
。

三
 
第

二

次

大

戦

が

与
え

た
影

響

1
 

第
二
次
大
戦
と
輸
出

一
九
三
九
年

の
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
戦
線

に
は
じ
ま

る
第

二
次
世
界
大
戦

は
、

両
大
戦
間
期
に
お

い
て
G
E
が
締
結
し
た
協
定

と
国
際

カ
ル
テ
ル
、

そ
れ

ら

に
よ

っ
て
編
み
上
げ
ら
れ
た
世
界
電
機
産
業

の
構
造

に
大
き
な
影
響
を

与
え
た
。
第
二
次
大
戦

の
影

響
は
、
国
際
的

な
活
動

の
み
な

ら
ず

G
E
全

体

に
及
び
、

国
内

に
お

い
て
は
軍
事
生
産

の
拡
大
、
研
究
開
発
体
制

の
拡

充

が
行
わ

れ
、

い
ず
れ
も
戦
後

の
G

E
全
体

の
経
営
戦
略
に
重
大
な
影
響

を
及
ぼ
し
た
。
図

1
は
、

一
九
三
五
年
か
ら

一
九
六
〇
年
ま

で
の
ア
メ
リ

カ
の
電
機
製
品
輸
出
入

の
推
移
を
表

し
て
い
る
。

一
九
四

二
年
ま

で
二
億

ド
ル
を
下
回

っ
て

い
た
輸
出

は
、

一
九

四
三
年
以
降
急
激

に
拡
大
し
た
。

以
下
で
は
第

二
次
大
戦

が
G
E
、
そ

し
て
I
G
E
C

の
戦
略

に
及
ぼ
し
た

影
響

に

つ
い
て
、
と
く

に
輸
出

の
側
面

で
明
ら
か

に
す
る
。

(1)
 

軍
需
生
産
と
武
器
貸
与
法

に
よ
る
輸
出

一
九
四

一
年

の
ア
メ
リ
カ
の
参
戦
以
降
、

ア
メ
リ

カ
国
内

で
は
大
企
業

を
中
心
と
し
た
軍
需
生
産
体
制

が
形
成

さ
れ
た
(
3
7
)

。
G

E
も
中
心
的
な
軍
需

生
産
企
業

の

一
つ
と

し
て
、
生
産
設
備

の
ほ
と

ん
ど
を
軍
需
生
産

に
割
り

当

て
、
生
産
を
行

っ
た
。

G
E
が
生
産
体
制

を
戦
時
生
産

に
移
行
す

る
の
は

一
九

四

一
年

に
お
い

て
で
あ
る
が
、
す
で
に

一
九
四
〇
年

に
は
、
国
家
防
衛
計
画

の
発
表
と
と

も

に
G
E
に
は
受

注
が
殺
到
し
、
生
産

設
備

が
フ
ル
稼
働
す

る
状
態

に
あ

っ
た
(
3
8
)

。

一
九
四
〇
年

の
受

注
額
は
前
年
度

比
八

一
%
増

の
六
億

五
四
〇
〇

万
ド

ル
余
り
で
あ
り
、
そ

の
う
ち
軍
需
に
関
す
る
受
注

は
約

二
億

五
〇
〇

〇
万
ド

ル
で
あ

っ
た
。

一
九
四
〇
年

に
は
民
需
も
拡
大

し
た
が
、

一
九

三

九
年
度

の
受
注
額
三
億
六
〇
〇
〇
万
ド

ル
と
比
較
す

る
と
、

一
九

四
〇
年

の
民
需

の
受
注
が
約
四
億
ド

ル
で
あ
る

の
で
、

一
九

四
〇
年
度

の
受
注
増

は
ほ
と
ん
ど
が
軍
需
で
あ

っ
た
と
言
え
る
。
そ
の
後

一
九

四

一
年
度

、

一

九
四

二
年
度
、

一
九
四
三
年
度
、

一
九
四
四
年
度
と

、
受
注

は
そ
れ
ぞ
れ

一
一
億
ド

ル
、

二
〇
億
ド

ル
、

一
三
億
ド

ル
、
二
〇
億

ド
ル
と
推
移

し
て
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出所) Backman, Jules, The Economics of the Electrical Machinery Industry, 1962, p. 361, Appendix Table 29よ り作 成 。

図1 ア メ リ カ 電 気 機 械 輸 出 入 額 の 推 移

い
く
(
4
0
)

。

一
九
四
〇
年
六
月
か
ら

一
九

四
四
年

九
月
ま

で
の
間
に
G
E
が
行

っ
た
戦
時
供
給
主
契
約

の
額
は
三
三
億

ド
ル
に
上
り
、
契
約
額
だ
け

で
単

純
計
算
し

て
も
G
E

の
受

注

の
約

六
割

が
軍
需
で
あ

っ
た
(
4
1
)

。

G
E
は
必
要

不
可
欠
な
民
需

へ
の
対
応

を
除

い
て
生
産
体
制
を
直
接
的
、
間
接
的

に
戦

時
生
産
体
制

へ
と
移
行
し
た

の
で
あ

る
。

G
E
は
第

二
次
大
戦
中
に
お

い
て
こ
の
よ
う
な
国
内

の
生
産
体
制
を
構

築
し
た

の
で
あ
る
が
、
こ
の
間
輸
出

の
中
心

は

一
九

四

一
年

三
月

に
成
立

し
た
武
器
貸
与
法
に
基
づ

く
輸
出

に
あ

っ
た
。
武
器
貸
与
法
援
助

に
よ

っ

て
ア
メ
リ
カ

の
製
品
輸
出

は
急
拡
大

し
、

一
九

四
三
年
、

四
四
年

に
は
輸

出

の
約
八
割
が
こ

の
援
助

に
よ
る
移
転

で
あ

っ
た
(
4
3
)

。

G
E
が
生
産
し
た
ほ

と
ん
ど

の
製

品
も
こ
の
よ
う

な
政
府
機
関
を
通
じ
た
製
品
移
転

に
よ
り
海

外
に
輸
出

さ
れ
た
も

の
と
思

わ
れ
る
。

ゆ
え

に
こ
の
点

で
、
基
本
的

に
は

G
E
が
両
大

戦
期

に
構
築

し
た
市
場
分
割

の
体
制
は
、
戦
争
を
契
機
と
し

て
事
実

上
崩
壊

し
た
と

い
え

る
。

(2)
 

国
際
カ
ル
テ
ル
の
継
続
と
断
絶

I
G
E
C
が
主
導

し
た
国
際

カ
ル
テ
ル
す
な
わ
ち
全
世
界
的
な
市
場
分

割
体
制

は
維
持
す

る
こ
と

が
不
可
能

に
な

っ
た

の
で
あ
る
が
、
I
G
E
C

の
個
別
協
定

や
カ
ル
テ
ル
は
即
廃
棄
さ
れ
た

の
で
は
な
く
改
定
さ
れ
存

続

し
た
。
す

で
に
み
た
よ
う

に
、
国
際
カ

ル
テ
ル
は
実
質
的

に
は

ロ
ン
ド

ン

と

ス
イ
ス
を
拠
点
と

し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
企
業
間

の
協
定
と
し

て
運
営
さ
れ

て
お
り
、

そ
こ
に
I
G
E
C
が
加
わ
り
統
制
す
る
、
と

い
う
形
に
な

っ
て

い
た
。
戦
争
勃
発
と
と
も

に
ロ
ン
ド

ン

・
ベ
ー

ス
の
国
際
カ

ル
テ
ル
と
I

G
E
C
と

の
連
関

は
し
だ

い
に
疎

に
な

っ
て
い
く
。
主
要
な
カ
ル
テ
ル
で

63



論 文

あ
る

フ

ェ
バ
ス
協

定
と
国
際
通
知

・
補
償
協
定

の
推
移

に

つ
い
て
み
て
み

よ
う
。

フ

ェ
バ
ス
協

定
は

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
戦
線
開
始

か
ら
二
年
後

の

一
九

四

一
年

一
月

一
五
日
に
改

定
さ
れ
、
新
協

定
が
締
結

さ
れ
た
。
こ
れ
は
戦
争

の
開

始

に
よ
り

一
九
二
四
年

の
協

定
が
不
適
合
に
な

っ
た
か
ら
で
あ

る
。

一
九

二
四
年
協
定
と

一
九
四

一
年

の
新
協
定
と

の
異
同
を
見
る
と
次

の
よ
う

に

な

る
。
ま
ず
協
定

の
内
容
、
す
な
わ
ち
市
場
分
割
、
生
産
割
当

て
な
ど
は

一
九

二
四
年
協
定
と
新
協
定
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ

っ
た
。
し
か
し
署
名

し
た

企
業

は
変
化

し

て

い
た
。
新
協
定

の
署
名

企
業

に
は
、
G

E

の
海
外

グ

ル
ー
プ

の
ほ
か
は
オ

ラ
ン
ダ

の
フ
ィ
リ

ッ
プ

ス
社
と
イ
ギ
リ

ス
企
業

だ
け

で
あ

っ
た
(
4
4
)

。

つ
ま
り
、
敵
国
地
域
、
あ
る

い
は
敵
国
占
領
地
域
に
あ
る

フ

ラ
ン
ス
、
ド
イ

ツ
、
イ
タ
リ

ア
、

ハ
ン
ガ
リ
ー
、
日
本

の
企
業
が
排
除
さ

れ
た

の
で
あ

る
。
し
か
し

こ
の
よ
う
な
G
E
グ

ル
ー
プ
と
イ
ギ
リ

ス
、
オ

ラ
ン
ダ
企
業
間

の
協
定
が
大
戦
中

に
ど

の
程
度

の
有
効
性
を
持

っ
て
活
動

し
た
か
は
不
明

で
あ

る
。

一
九

四

一
年

の
新
協
定
は

G
E
グ
ル
ー
プ
と
オ

ラ
ン
ダ

の
フ
ィ
リ

ッ
プ

ス
、

イ
ギ
リ
ス
企
業
と

の
間

で
締
結

さ
れ
た

の
だ
が
、

一
九
四
五
年

に
G

E
は
こ

の
協
定

か
ら
脱
退

し
、
協
定

は
終
了
す

る
(
4
5
)

。
し
か
し
G

E
脱
退
後

の

一
九
四
八
年

に
イ
ギ
リ
ス
の
メ
ン
バ
ー
と

フ
ィ
リ

ッ
プ

ス
と

の
間

に
協

定

が
結
ば
れ
た
(
4
6
)

。

こ
れ
は
イ

ギ
リ
ス
と
、

カ
ナ
ダ
を
除
く
英
連
邦
諸
国

に

お
け
る
取
引
に
の
み
適

用
さ
れ
る
も

の
で
あ

っ
た
(
4
7
)

。

こ
の
点
か
ら
、

フ

ェ

バ

ス
協
定
は
第

二
次

世
界
大

戦
勃
発

以
降
、
主

に
イ

ギ
リ
ス
企
業
間

の
協

定

へ
と
性
格
が
変
化

し
、
そ
れ
ま
で
の
よ
う

に
世
界
全
体

の
電
球
市
場
を

分
割
す
る
も

の
で
は
な
く
な

っ
た
と

い
え
る
。

他
方

で
I

G
E
C
と
個
別

の
イ
ギ
リ

ス
企
業
と

の
間

の
協
定
は
存
続
し

て
い
た
。
イ
ギ
リ

ス
政
府

の
文
献

に
よ
る
と
、

一
九
五

一
年
ま
で
は
、
イ

ギ
リ
ス
企
業
と
G
E
と

の
間

に
は
市
場
分
割
協
定
が
存

在
し
て
お
り
、
そ

れ
は
イ
ギ

リ
ス
企
業
は
北
米

へ
の
輸
出
か
ら
排
除
さ
れ

て
お
り
、
G
E
は

イ
ギ
リ
ス
市
場

に
輸
出
し
な

い
と

い
う
内
容

で
あ

っ
た
(
4
8
)

。
こ
れ
は
、
G
E

が
I
G
E
C
を
通
し

て
A
E
I
な
ど
と
両
大
戦
間
期

に
締
結
し
た
個
別
協

定
を
指

し
て
い
る
。

し
か

し
こ
の
個
別
協
定
も

一
九
五

一
年
六
月

に

「
広

範

囲
で
制
限
的
な
協
定
は

…
…
も
は

や
有
効

で
は
な

い
」
と

い
う
G

E
の

判
断

に
よ
り
改
定

さ
れ
、
新

た
な
協
定
が
締
結
さ
れ
た
(
4
9
)

。
新
し

い
協
定
は

対
象

と
な
る
技
術
を

限
定

し
、
領
土
分
割
な
ど

の
制
限
的
な
条
項
を
持
た

ず
、

さ
ら
に
排
他
的
条
項
を
も
含

ん
で

い
な

い
も

の
で
あ

っ
た
(
5
0
)

。

一
九
五

一
年

の
G
E
と
A
E
I
と

の
協
定

は
ア
メ
リ
カ
と
イ
ギ

リ
ス
の
市
場
を
相

互
に
開
放

す
る
と

い
う
意
味

を
持

っ
て

い
た
。

こ

の
よ
う

な
協
定

の
改

定
は
、
戦
後

の
電
機
市
場

の
新
た
な
性
格
を
反

映
し
て

い
た
。
G
E
は

「
戦
争

中
、

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
企
業

に
よ

る
電
球

の
供

給
が
多

く

の
諸
国
で
途
絶

え
…
…
従

来
よ
り
も
は

る
か
に
多
く

の
電
球

の

輸
出
需
要
が
あ
る
こ
と
に
気
づ

い
た
」

の
で
あ

る
(
5
2
)

。

つ
ま
り
、
個

別
企
業

と

の
協
定
や
カ

ル
テ
ル
で
統
制
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
供
給

過
剰

の

市
場
が
戦
争
勃
発
に
よ

っ
て
転
換
し
、
G
E
の
目
前

に
巨
大

な
需
要
を
も

つ
市
場
と

し
て
た
ち
あ
ら

わ
れ
た
。
「
一
九
四
五
年

の
電
球
全
体

の
輸
出

は
六
〇
七

二
万
四
〇
〇
〇
個

で
、
そ

の
総
額
は
七
四
二
万
三
〇
〇
〇
ド
ル

で
あ

っ
た
。

こ
れ
と
比
較
す
る
と
、
戦
前

の
平
均
輸

出
額
は
約

一
〇
〇
万
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ド
ル
で
あ

っ
た
」
。
個

別
企
業
と

の
領
土
分
割
協

定
は
、

こ
れ

ら
の
需
要

を
満

た
す

こ
と
は
で
き
ず
、

カ
ル
テ
ル
や
制
限
的
協
定
は
む
し

ろ
G
E

の

海
外
市
場

に
お
け
る
売

上
拡
大

の
制
限
と
な

っ
た

の
で
あ
る
。
そ

の
制
限

を
取
り
払

い
電
球
輸
出
を
強
化
す

る
た
め

に
、
I
G

E
C
は
A
E
I
と

の

協
定
を
改
定

し
た
の
で
あ

る
。

次

に
、
重

電
分
野
に
お
け
る
国
際

カ
ル
テ
ル
で
あ

る
国
際
通
知

・
補
償

協
定

が
第

二
次
大
戦

に
よ

っ
て
ど

の
よ
う

に
変
化

し
た

の
か
見

て
お

こ
う
。

一
九

三
〇
年

の
カ
ル
テ
ル
協
定

は

一
九

三
四
年

に
改
定

さ
れ
、

カ
ル
テ
ル

は

一
五

の
製

品
セ

ク
シ

ョ
ン
に
分

割
さ
れ
、
「
通
知
」
と

「補

償
」

に
関

す
る
協
定

も
分
離
さ
れ
た
(
5
4
)

。
次

い
で

一
九

三
六
年

の
ジ

ュ
ネ

ー
ブ

に
お
け

る
総
会

で
I

E
A

、
国

際
電

機
協
会

)
が
設
立
さ
れ
、
本
部
が

ロ
ン
ド
ン
に
置

か
れ
た
。

I
E
A
と
国

際
通
知

・
補
償
協

定
は
第
二
次
大
戦

の
開
始
と
と
も

に
メ
ン
バ
ー
企
業
が

減
少
し
、
I
G
E
C
と
イ
ギ
リ
ス
、
ス
イ
ス
、

ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
の
企
業
と

な

っ
た
。
し
か
し
I
E
A
と
カ
ル
テ
ル
は
大
戦
以
前

の
よ
う
な
完
全
な
運

営
は
不
可
能

で
、
I
G
E
C
も
通
知
協
定

に
の
み
参
加

し
補
償
協
定

か
ら

は
脱
退
し
た
。
こ
れ
は
海
外

の
重

電
ビ
ジ
ネ

ス
情
報

へ
の
ア
ク
セ
ス
を
常

に
確
保
し

て
お
く
た
め

で
あ

っ
た
。
I
E
A

へ
の
参
加
窓

口
で
あ

っ
た
電

気
機
械
輸
出
組
合
は
、
戦
争
中
そ

の
ま
ま
の
形

で
存

続
し
て

い
た
が
、

I

E
A
に
お
け
る
活
動
、
輸
出
組
合

の
活
動

と
も

に
、
戦
争

中
の
ア
メ
リ
カ

の
電
機
輸
出

に
は
そ
れ
ほ
ど
影
響

を
及
ぼ
さ
な
か

っ
た
。

G
E
は

一
九
四
七
年

に
I
E
A
を
脱
退
す
る
。
し
か
し
I
E
A
は
G
E

が
脱
退
し
た
後
も
解
散
さ
れ
ず
、
電
球
分
野
に
お
け
る

フ
ィ
リ

ッ
プ
ス
と

A

E

I

の
協

定

と

同

じ

よ
う

に
、

や
は

り

ロ

ン
ド

ン
を

拠

点

と

し

た

、

ア

メ
リ
カ
企
業

を
除
く
日
欧

の
重
電

カ
ル
テ
ル
と

し
て
存
続
し

て
い
く
。

以
上

の
よ
う
に
、
第

二
次
大
戦
が

I
G
E
C
の
国
際

カ
ル
テ
ル
戦
略

に

及
ぼ
し
た
影

響
は
、
第

一
に
輸
出
が
国
家
間

関
係
を
通
じ

て
行
わ
れ
る
よ

う
に
な
り
、
I
G
E
C
が
国
際
カ
ル
テ
ル
に
依
存
し
な
く
な

っ
た
と

い
う

こ
と
、
そ
し
て
第
二
は
、

フ
ェ
バ
ス
協
定
、

国
際
通
知

・
補
償
協
定
と

I

E
A

の
よ
う

に
、
G
E
が
主
導

し
た

国
際

カ
ル
テ
ル
が

ロ
ン
ド
ン

・
ベ
ー

ス
で
再
編
さ
れ
な
が
ら
も
存

続
し
、
戦
後

に

つ
な
が

っ
た
こ
と

で
あ

る
。

第

二
次
大
戦
後
、
G
E
は
国
際
カ
ル
テ
ル
を
自
ら

の
主
導

で
再
編
す

る

こ
と
は
無
か

っ
た
。
そ
れ
は

一
般
的

に
言
わ

れ
て

い
る
よ
う

に
、
戦
後

の

ア
メ
リ
カ

の
反
ト

ラ
ス
ト
政
策
や
G
E
と

I
G
E
C
に
対
す

る
反
ト

ラ
ス

ト
法
裁
判
が
あ

っ
た
か
ら
で
も
あ
る
が
、
他
方

で
、

G
E
と

I
G
E
C
に

は
ド
イ

ツ
企
業
が
脱
落
し
た
後

の
、
国
際
的

な
電
機

需
要
の
急
増
と

い
う

新
し

い
条
件
が
待
ち
構
え
て

い
た
か
ら
で
あ

る
。

2
 

第

二
次
大
戦
終
了
と
I
G
E
C

の
輸

出
戦
略

第

二
次
世
界
大
戦
終
了
直
後

の
九

月
二
七
日
、
I
G
E
C
社
長

の

ヘ
ロ

ッ
ド
は
、
「
社
長
年
次

レ
ビ

ュ
ー

・
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
」

に
お

い
て
、
第

二

次
大
戦
以
前

の
I
G
E
C

の
国
際
戦
略
、
戦
争

の
影
響

、
そ
し
て
第

二
次

大
戦
直
後

に
お
け

る
世
界

の
電
機
市

場

の
状
況
と
I
G
E
C

の
方
針

に

つ

い
て
包
括
的
な
報
告
を
行

っ
た
。
こ

の
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
に
お

い
て

ヘ
ロ
ッ

ド
は
主

に
両
大
戦

間
期

に
お
け
る

I
G
E
C

の
協

定

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク

(国
際

カ
ル

テ
ル
を
含
む
)
と

I
G
E
C

の
輸
出
、
途

上
国

へ
の
直
接
投
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資

に
つ
い
て
述

べ
て

い
る
。
以
下
で
は
第

二
次
大
戦
直
後

の
輸
出

の
可
能

性
と
そ
れ

へ
の
戦
略
に

つ
い
て
、
G
E
と
I
G
E
C
の
経
営
者

が
ど

の
よ

う
な
認
識
で
あ

っ
た

の
か
に

つ
い
て

の
べ
る
。

第

二
次
大
戦
直
後

の
二
年
間

に
お
け
る
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
電
機
製
品

輸
出

の
見
通
し
を
、

ヘ
ロ
ッ
ド
は
、
全
世
界
的
な
需
要
の
増
大
、

ド
イ

ツ

と
日
本

の
国
際
市
場
か
ら

の
脱
落
、
そ
し
て
英
連
邦
ス
タ
ー
リ
ン
グ
地
域

に
お
け

る
ド

ル
使
用

の
可
能
性

の
三
点
か
ら
述

べ
て

い
る
。
需
要
の
増
大

は
、
直
接
的

に
I
G
E
C

の
輸
出
を
増
大
さ
せ
る
も

の
で
あ

り
I
G
E
C

が
輸
出
を
拡
大

で
き

る
条
件

で
あ
る
が
、
し
か
し
需
要
の
拡
大

を
I
G
E

C
が
獲
得

で
き
る
か
ど
う
か
は
、
競
争
相
手

の
状
況
と
国
家

の
政
策

が
か

か
わ

っ
て
く
る
。

ド
イ

ツ
と

日
本
は
両
大
戦
間
期

に
お
け
る
主
要
な
電
機

輸
出
国
で
あ

っ

た
。
と
く

に
ド
イ

ツ
は
世
界

の
電
機
輸
出

の
四
分

の

一
か
ら
三
分

の

一
を

占

め
て

い
た
。
ド
イ

ツ
が
輸
出

し
て
い
た
地
域
を
残

っ
た
電
機
企
業
が
取

り
合
う

の
で
あ

る
が
、
と
く

に
大
陸

ヨ
ー
ロ

ッ
パ
市
場
に
お

い
て
は
、
重

電
ラ
イ

ン
で
は
ス
イ

ス
と

ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
の
企
業
、
そ

の
他

の
電
機
製
品

ラ
イ
ン
で
は
フ
ラ
ン
ス
と
オ

ラ
ン
ダ

の
企
業
が
利
益
を
得
る
だ

ろ
う
と

ヘ

ロ
ッ
ド
は
見

て

い
た
。
同
時

に
、

ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
と

ス
イ

ス
の
重
電
企
業

は
、
従

来
I
G
E
C
が
輸
出
を
積
極
的

に
行

っ
て
い
た
途
上
国
地
域

へ
進

出
す

る
方

針
を

固
め
、
そ

れ
を
推
進

し

つ

つ
あ

っ
た
。
た

と
え
ば

ス
ウ

ェ
ー
デ

ン
は
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
と

の
貿
易
協
定

に
署
名
を
し
、

ス
イ

ス
企
業

は
中
近
東
や
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
に
輸
出
を
拡
大

し

つ
つ
あ

っ
た
。

I
G
E
C
は
輸
出
市
場
と

し
て
英
連
邦
諸
国
と

ロ
シ
ア
を
も
眼
中

に
入

れ

て
い
た
が
、
た
と
え
ば

ス
タ
ー
リ

ン
グ
地
域

に
お

い
て
は
ド
ル
信
用
が

利
用

で
き
ず
、
そ

の
利
用
可
能
性
如
何
に
よ

っ
て
I
G
E
C
の
輸

出
は
決

定
さ
れ
る
と

い
う
状
況

で
あ

っ
た
。
I
G
E
C
は
、
輸
出

入
銀
行

を
利
用

す

る
か
あ
る

い
は

ア
メ
リ
カ
政
府
が
直
接
的
に
信

用
関
係
を
通
し
て

ロ
シ

ア
、
イ
ギ

リ
ス
、

フ
ラ
ン
ス
に
ド

ル
信
用
を
供
与

す
れ
ば
、
こ
れ
ら

の
地

域
か
ら
年
間
約

一
億
ド

ル
の
受
注
が
見
込
ま
れ
、
も
し
ド
ル
信
用
が
供
与

さ
れ
な
け
れ
ば
受
注
が
半
減
し

て
し
ま
う
、
と

い
う
見
込
み
を
持

っ
て
い

た
。し

た
が

っ
て
、

一
方

に
お
い
て
は
世
界
的
な
電
機
需
要

の
拡
大
と

い
う

I
G
E
C
が
輸
出
を
拡
大

さ
せ

る
条
件
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
他
方

で
は
、

一
つ
に
は
他

の
競
争
企
業
と

の
価
格
面
に
お
け
る
劣
位
、

二
つ
め

に
は
I
G
E
C
が
輸
出
を
拡
大
し
よ
う
と
し

て
い
る
地
域

に
お

い
て
ド

ル

信
用
が
不
足

し
て

い
る
と

い
う
制
約
が
存
在
し
た
。
I
G
E
C
は

こ
れ
ら

の
制
約

に
対

し
て
、

ア
メ
リ
カ
政
府
を
通
し

て
輸
出
先
地
域

に
対
す
る
ド

ル
信
用
の
供
与
を
働
き

か
け
る
と
と
も

に
、
経
営
戦
略
的

に
は
と
く

に
重

電
ラ
イ

ン
に
お
け
る
競
争
面

の
改
善
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
。

ド
イ

ツ
、
日
本

の
脱
落

は
I
G
E
C
が
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
、
非

ス
タ
ー

リ

ン
グ
地
域
、
そ
し
て

ロ
シ
ア
で
輸
出
ポ
ジ

シ
ョ
ン
を
改
善
す

る
機
会
を

与
え

て
お
り
、

「
こ
れ
ら

の
地
域

で
わ
れ
わ
れ

の
ポ
ジ

シ

ョ
ン
を
強
化
す

る
た
め
に
」

I
G
E
C
は
と
く
に
国
内

の
製
造
工
場
と

の
間

の
関
係
を
再

編

・
構
築
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
。
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3
 

I

G

E

C

取

締

役

会

の
再

編

I

G

E

C

社

長

の

ヘ

ロ

ッ
ド

は

、

一
九

四

五
年

の

ア

ニ

ュ
ア

ル

・
レ
ビ

ユ
ー

・
ミ
ー

テ

ィ

ン
グ

に
お

い

て
、

ラ

テ

ン
ア

メ

リ

カ

、

非

ス

タ

ー

リ

ン

グ
地
域
と

ロ
シ
ア
-

ド

ル
信
用
が
利
用
可
能

な
地
域
-

で
、
I
G
E

C

の
輸
出
ポ
ジ
シ

ョ
ン
を
強
化
す
る
方
針
を
述
べ
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら

の
地
域

で
I
G
E
C
が
輸
出
ポ
ジ
シ

ョ
ン
を
強
化

す
る
た
め
に
は
、
G
E

は

「
国
内

の
顧
客
と
同
じ
歩
調
で
生
産
、
流
通
を
行
う
必
要
が
あ
る
」

こ

と
を
強
調
し
た
。

ヘ
ロ

ッ
ド
が

ア
ニ
ュ
ア
ル

・
レ
ビ

ュ
ー

・
ミ
ー
テ
ィ

ン

グ
に
お

い
て
こ
の
こ
と
を
強
調
し
た

の
は
、
G
E

の
経
営
委

員
内

に
I
G

E
C
を

め
ぐ

る

「誤
解
」

が
あ

っ
た
か
ら

で
あ

る
。
「
誤
解
」
と

は
、
何

人
か

の
経
営
委
員
が
、

I
G
E
C

の

「
損
益
計
算
書

の
技
術
的
特
徴
」

に

よ

っ
て
I
G
E
C
を
積
極
的

に
評
価
し

て
い
な

い
こ
と

で
あ

っ
た
。

ヘ
ロ

ッ
ド
も
述

べ
て
い
る
が
、

I
G
E
C

の
損
益
計
算
書
が
よ
く
な

い
理
由
は
、

重
電
分
野

に
お
け

る
価
格
差

の
拡
大
、
す
な
わ
ち

コ
ス
ト
と
価
格

の
開
き

が
拡
大
し
、
と
く

に
海
外
市
場

に
お

い
て
は
そ

の
乖
離
が
非
常
に
大
き

い

と

い
う
点

で
あ

っ
た
。

こ
の
よ
う

な
I
G
E
C
と

G
E

の
経
営
委
員
会
と

の
間

の

「
誤
解
」
あ

る
い
は
海
外
活
動

の
評
価
を
め
ぐ
る
意
見

の
不

一
致
は
、
G
E
が
グ

ル
ー

プ
と
し

て
戦
後

の
世
界
市
場

に
対
し

て
輸
出
を
積
極
化
さ
せ
る
上
で
障
害

と
な

る
も

の
で
あ

っ
た
。
両
大
戦
間
期

に
お
け
る
組
織
形
態

で
あ

っ
た
、

相
対
的

に
独
立

し
た

I
G
E
C
と

い
う
形
態
は
、
戦
後

の
拡
大
す
る
輸
出

市
場

に
対

し
て
G
E
が
輸
出
を
行
う
上

で
は
限
界
が
あ

っ
た

の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、

G
E
は

I
G
E
C
の
取
締
役
会
を
再
編
し
、
G
E
と
I
G
E
C

と

の
連
携
を
強
化
す

る
組
織
再
編
を
行
う
。

一
九

四
六
年

五
月

の
取
締
役
会

で
I
G
E
C
取
締
役
会

の
再
編
が
決
議

さ
れ
た
。
す

な
わ
ち
、
そ
れ
以
前
は
I
G
E
C

の
取
締
役
会
は
G
E

の
取

締
役

会
と
構
成

メ

ン
バ
ー
が
全
く
同

一
で
あ

っ
た
が
、

「国
内
経
営

と
国

際
経

営
と

の
密
接

な
連

関
」

を
構
築
す

る
必
要
性
か
ら
、

「
G
E
の
活
動

的
な
役
員

が
I
G
E
C
の
取
締
役
」

に
就
任
す
る

こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。

表

7
は

一
九

四

一
年
と

一
九

四
六
年

の
I
G

E
C
取
締
役
会

の
構
成

メ
ン

バ
ー
を
比
較

し
た
も

の
で
あ

る
。

こ
の
表

に
よ

る
と
、

一
九
四

一
年

に

一

五
人

い
た
G
E
の
取
締
役
は

四
人

に
減
ら
さ
れ

て
お
り
、
反
対
に
、
G
E

の
現
業
部

に
責
任
を
持

っ
て
い
る
六
名

の
副
社
長

(G

E
の
取
締
役

で
は

な

い
)

が
構
成

メ
ン
バ
ー
と

な

っ
て
い
る
。
ま
た
、

I
G

E
C

の
経
営
役

員
メ
ン
バ
ー
も
増
員

さ
れ
た
。

つ
ま
り
、

I
G
E
C
取
締
役
会

の
再
編
は
、

ヘ
ロ
ッ
ド
が

一
九

四
五
年

の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
述

べ
た
よ
う
な
、
G

E
の

国
内

に
お
け
る
生
産
と
海
外
市
場

へ
の
輸
出
を
密
接

に
連
関
さ
せ
る
目
的

で
行

わ
れ
た
も

の
で
あ
り
、

こ
れ
に
よ

っ
て
I
G
E
C

の
輸
出
方
針

に
対

し
て
G
E
の
生
産
設
備
を
連

関
さ
せ

て
動
か
す

こ
と
が
あ

る
程
度
可
能
と

な

っ
た

の
で
あ
る
。

一
九
四
六
年

五
月
の
取
締
役
会

で
は
、

I
G
E
C
取
締
役
会

の
再
編
と

同
時
に
、
G
E

の
取
締
役
会
内

に
国
際
委
員
会
を
設
置
す

る
こ
と
が
決
議

さ
れ
た
。
国
際
委

員
会

は
、

I
G
E
C
の
取
締
役

で
あ

る
J

・
コ
ウ
ル
ズ
、

H

・
S

・
モ
ル
ガ
ン
、
A

・
C

・
ネ

イ
グ
ル
、
L

・
B

・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ

と
、
同
取
締

役
で
あ

り
G
E
社
長

の
C

・
E

・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
、
そ
し

て
会

長

の
P

・
D

・
リ
ー
ド
に
よ

っ
て
構
成
さ
れ
、
同
委
員
会
委
員
は

「
I
G
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表7 IGEC取 締役会 の構成(1941年 と1946年)

出所) a) Moody's Manual, 1941年 度 版 よ り抽 出 。

b) General Electric Co., Annual Report, several issues; General Electric Co., The Minutes of the Direc-

tors' Meeting, 1946; Electrical World, several issues よ り作成。

E
C
取
締
役
と
し

て
奉
仕
す
る

こ
と
に
加
え

て
、
G
E

の
立
場

か
ら
生
じ
る

で
あ

ろ
う
諸
問
題
を
熟
慮

し
、
I
G
E
C

の
経
営

に
関
し

て
G

E
取
締
役
会

に
報
告
す
る
」
と

い
う
こ
と
が
定
め

ら
れ
た
。

こ
の
国
際
委
員
会

の
設
置
は
、
I
G
E
C
取
締
役

へ

の
G
E
現
業
部
責
任
者

の
投
入
と
対
応
し
て
お
り
、
G
E
取
締

役
会

の
レ
ベ
ル
に
お

い
て
も
I
G
E
C

の
輸
出
戦
略
、

つ
ま
り

G
E
全
体

の
輸
出
戦
略
を
推
進
し

て
い
く
体
制
を
構
築
す
る

こ

と
を
意
味
し

て

い
た
。
I
G

E
C
取
締
役
会

の
再
編
と
G
E
取

締
役
会
内

に
お
け

る
国
際
委
員
会

の
設
置
は
、

一
九
五

二
年

に

お
け

る
I
G

E
C
の
事
業
部
化

に
つ
な
が
る
、
戦
後
G
E

の
国

際
経
営
組
織
再
編

の
第

一
歩

で
あ

っ
た
。

四

輸
 出

戦

略

の

強

化

と

I

G

E

C

の
事

業

部

化

1
 
電
気
機
械
輸
出
組
合

の
解
散

戦
後

の
拡
大
す

る
輸
出
市
場

に
対
す
る
積
極
的
な
輸
出
戦
略

と

そ
れ

に
対
応

し
た
組
織
再
編
、
す
な
わ
ち

一
九
四
六
年

の
I

G
E
C
取
締
役
会
再
編
は
、

G
E
が
も
は

や
両
大
戦
間
期

に
お

い
て
自
ら
主
導

し
戦
略

の
基
本
と
し
た
制
限
的
な
協
定
な
ら
び

に
国
際

カ
ル
テ
ル
と
決
別
す

る
こ
と
を
決
意
し
た
と

い
う

こ
と

の
現
わ

れ
で
あ

る
。
以

下
で
は
、
G

E
と
I

G
E
C
が
輸
出
を

強
化

し
て

い
く

上
で
電
気
機
械
輸
出
組
合

の
解
散
が
も

っ
た
意

味

に

つ
い
て
み
て

い
く
。
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電
球

に
関
す

る
国
際

カ
ル
テ
ル
で
あ

る
フ

ェ
バ
ス
協
定
か
ら
は
、

I
G

E
C
は
す

で
に

一
九

四
五
年

に
脱
退

し
て
お
り
、
ま
た
電
球

に
関
す

る
I

G
E
C
と

個
別
企
業

間
の
協
定
も
改
定

の
方
向

で
調
整
を
行

っ
て
い
る
。

他
方

で
重

電
に
関
す

る
国
際
カ
ル
テ
ル
で
あ

る
国
際
通
知

・
補
償
協
定
と

そ
れ

へ
の
参
加
組
織

で
あ
る
電
気
機
械
輸
出
組
合

は
、
第

二
次
大
戦
中
そ

の
活
動
を

ほ
と
ん
ど
停
止

し
て

い
た
が
I
G
E
C
は
世
界
的
な
競
争
企
業

の
状

況
や
そ

の
ほ
か

の
ビ
ジ
ネ
ス
情
報
を

入
手
す

る

ソ
ー
ス
と

し
て
こ
れ

を
利
用
し
て

い
た
。
W
H

の
国
際

子
会
社

、
ウ

ェ
ス
チ
ン
グ

ハ
ウ
ス

・
エ

レ
ク
ト

リ

ッ
ク

・
イ

ン
タ
ー
ナ
シ

ョ
ナ

ル
社

W
E
I
C

O
)

と
と
も

に
設
立
し

た
電
気
機

械
輸
出
組
合
は
、

一
連

の
反
ト
ラ
ス
ト
法
訴

訟
の

一
つ
と
し
て

一
九

四
五

年
に
司
法
省

に
よ
り
告
訴
さ
れ
た

の
で
あ
る
が
、

G
E
は

一
九

四
七
年

に

同
意
判
決

に
署
名
し
、
法
廷
闘
争

を
行
わ
ず
に
裁

判
か
ら
降
り
た

の
で
あ

る
。

一
九
四
七
年

の
同
意
判
決
に
お

い
て
は
、
被

告

(G
E
、
I
G
E
C
、

W
H
、
W
E
I
C
O
、
電
気
機
械
輸
出
組
合
)

に
国
際
通
知

・
補

償
協
定

の
い
か
な
る
条
項

の
実
行
を
も
禁
止
す
る
こ
と
、
そ
し
て
電
気
機

械
輸
出

組
合
を
解
散
す
る

こ
と
が
要
求
さ
れ
た
。
そ
し
て
G
E
は
電
気
機

械
輸
出

組
合
を
す
ぐ

に
解
散
し
た
。

電
気
機
械
輸
出
組
合
解
散
は
、
G
E
が
輸
出
組
合
や
国
際
カ

ル
テ
ル
を

通
し

て
で
は
な
く
、
前
年

に
再
編
さ
れ
輸
出
機
能
が
強
化
さ
れ
た
I
G
E

C

の
組
織

で
拡
大
す

る
世
界
市
場

に
対
し

て
輸
出
を
行

っ
て
い
く
と

い
う

体
制
が

一
応
整

っ
た

こ
と

に
対
応
し

て
な
さ
れ
た

の
で
あ
る
。
し
か
し
そ

の
反
面
、
も

は
や
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
の
主
要
な
競
争
企
業

の
情
報
や
電
機
産
業

の
情
報
を
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
と

い
う
意
味

も
も

っ
て

い
た
。

そ

の
結
果
、
I
G
E
C
は
輸
出
市
場
を
め
ぐ

っ
て
激
し

い
競
争

に
巻
き
込

ま
れ

て
い
く
。

2
 

輸
出
市
場
を
め
ぐ
る
W
H
と

の
競
争

の
出
現

I
G
E
C

の
輸
出
実
績
は
ど

の
よ
う
に
変
化
し
た

の
で
あ
ろ
う

か
。

I
G

E
C

の
輸
出
規
模
に

つ
い
て
は
公
表
さ
れ
て

い
る
資
料
が
非
常

に

少
な

い
の
で
あ

る
が
、

い
く

つ
か

の
資

料
か
ら
数
値
を
集
め
る
と
表
8

の

よ
う

に
な

る
。
ま
ず
、
両
大
戦
間
期
と
比
較
す
る
と
、

一
九

二
四
年

の
I

G
E
C
の
輸
出

は
約

一
五
六
〇
万
ド

ル
で
あ
り
、

一
九
三
七
年
か
ら
三
九

年
ま

で
の
平
均

で
は
年
間
約

二
〇
〇
〇
万
ド

ル
か
ら

二
五
〇
〇
万
ド

ル
で

あ

る
の
に
対

し
、
戦
後

の

一
九

四
七
年
は

一
億
七
〇
〇
万
ド

ル
と
、
両
大

戦
間
期

の
ほ
ぼ
五
倍

に
な

っ
て
い
る
。
次

に

一
九
四
七
年
か
ら

一
九
五

一

年
ま

で
の
I
G
E
C
の
輸
出
額
を
見
る
と
次

の
こ
と
が
指
摘

で
き
る
。
ま

ず
、

四
八
年
、

四
九
年

に
I
G
E
C

の
輸
出
は

一
億
ド

ル
を
下
回
る
が
、

こ
の
減
少

は
ア
メ
リ
カ
全
体

の
電
気
機
械
輸
出

の
落
ち
込

み

(前
出
図

1

を
参

照
)

に
よ
る
も

の
で
あ

る
。
ま
た

こ
の
間

の
I
G

E
C

の
輸
出
ポ
ジ

シ

ョ
ン
、
す

な
わ
ち
、

I
G
E
C
輸
出

の
ア
メ
リ
カ
電
気
機
械
輸
出

に
占

め
る
割
合

は
ほ
ぼ
二
〇
%
で
あ

っ
た
。

こ
の
よ
う

な
輸
出
実
績
を

I
G
E
C

の
経
営
者
は
ど

の
よ
う

に
見

て
い

た

の
で
あ
ろ
う

か
。
以
下
で
は

ヘ
ロ

ッ
ド
が

一
九
四

八
年
段
階

で
I
G

E

C

の
輸
出
を

取
り
巻

く
競
争

関
係
を
ど

の
よ
う

に
見

て

い
た

の
か

に
つ
い

て
見
る
。
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表8 ア メ リカ の電 気 機械 輸 出 とGEの 電 気 機 械 輸 出(1924年,1937-39年,1947-59年)

(単位:100万 ドル)

注) a) FTC, Supply of Electrical Equipment and Competitive Conditions, 1928, p. 79よ り抽 出 。

b) W.R. Herod, “The IGE Picture”, 1945よ り算 出 。

c) W.R. Herod, “IGE and the International Outlook with Particuler Reference to Marshall Plan”, 1948. 3. 19

よ り抽 出。

d) P.D. Reed, “Notes for Talk at GE Institute Crotonvill”, 1956. 1. 9よ り抽 出。 実 績 の数 値 。

e) 出所 はd)と 同 じで あ るが,見 積 りの 数 値 。

f) 出 所 はe)と 同 じで あ るが,予 算 の 数 値 。

出所) ア メ リカ の 電気 機 械 輸 出の 数 値 はBackman, Jules, The Economics of the Electrical Machinery Industry, 1962, 

p. 361, Appendix 29よ り抽 出;注 記 の無 いIGEC輸 出 売 上 高 に つ い て はGeneral Electric Co,. Annual Re-

port, several issuesよ り算 出 。

I
G

E
C
社
長

の

ヘ
ロ

ッ
ド
は
、

一
九
四
八
年
八
月

に
G
E

の
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン

・
ア
イ

ラ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
た
、
G
E

の
経
営
者
、
管
理
者

の
キ

ャ
ン
プ
で
演
説
を
行

っ
た
。
こ

の
キ

ャ
ン
プ

に
お

い
て

ヘ
ロ

ッ
ド
は
、
G
E

の
全
管
理
者
に
む
け

て
、

「電
気
機
械

製
品

の
ア
メ
リ
カ
か
ら

の
輸
出

が
こ

の
期

間
に
ド

ル
ベ
ー
ス
で
四
倍
か
ら
六
倍

に
拡
大
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

こ
の
こ
と
が
輸
出
市
場

に
お
け
る
新
た
な
競
争

を
導

く
こ
と
に

な

っ
た
」
と
し

て
、
輸
出
市
場

に
お
け
る
競
争

で
は
W
H
と

の

競
争
が
出
現
し
た

こ
と
、
そ
し

て
W
H
に
有
効
に
対
抗

す
る
必

要
が
あ
る
こ
と
を
述

べ
た
。
そ
し
て
演
説
に
お

い
て

ヘ
ロ
ッ
ド

は
W
H
が
輸
出
を
強
化
し

て
き

て
い
る
こ
と
を
指

摘
し
、
W
H

の
国
際
経
営

の
方
法

に
関
し

て
い
く

つ
か

の
点
に
わ
た
る
紹
介

を
行

い
、
I
G

E
C
が
と
る

べ
き
経
営
方

針
を
述
べ
た
。
な
か

で
も
G
E
と
I
G
E
C

の
輸
出
経
営
に
と

っ
て
重
大

な
問
題
と

し

て
、
W
H
が
海
外

に
お
け
る
受
注
を
増
や
し
て

い
る
こ
と
が

指
摘
さ
れ
、
W

H
が
輸
出
を
拡
大
さ
せ
て

い
る
要
因
を
分
析
し
、

こ
の
ま
ま

で
は

I
G
E
C

の
輸
出
ポ
ジ
シ

ョ
ン
が
維
持

で
き
な

い
と

い
う
こ
と
が
強
調
さ
れ
た
。

重
電

の
分
野

に
お

い
て
W
H
は

「
一
般
的
に
わ
れ
わ
れ
以
上

に
よ
り
条
件

の
良

い
納
入
を

引
き
合

い
に
出

す

こ
と

が

で
き

た
」
と
し

て
、

ヘ
ロ
ッ
ド
は
次

の
数
字

を
述

べ
て

い
る
。
す
な

わ
ち
、

一
九
四
七
年

一
月

一
日
か
ら
四
八
年
七
月

一
日
ま
で

の

一
八

ヵ
月
間

に
I
G
E
C
が
記
録
し
た
九
三
七
件

の
入
札
に
お
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い
て
、
「
数
量

で
四
七
%
、
金
額

で
四
三

・
五
%

の
ケ

ー
ス
で
出

荷
が

ウ

ェ
ス
チ

ン
グ

ハ
ウ

ス
の
方

が
有

利
で
、
数
量

で
三
九

%
、
金
額

で
二
五
%

が
わ
れ
わ
れ

の
方
が
有
利
で
、
数

量
で

一
四
%
、
金
額

で
三

一
・
五
%
が

ほ
ぼ
同
じ
く
ら

い
」
で
あ

っ
た
。
ま

た
具
体
的
事
例

と
し
て
、

I
G
E
C

は

一
九
四
七
年
度
に

フ
ラ

ン
ス
と
南

ア

フ
リ
カ
の
二

つ
の
鉄
鋼

工
場
設
備

に
関
す
る
入
札
で
W
H
に
敗
れ
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
合
計

八

二
五
万

ド
ル
に
上
る
入
札

に
お

い
て
は
、
「
わ
れ
わ

れ

の
納
入
期
間
は

ウ

ェ
ス
チ

ン
グ

ハ
ウ

ス
よ
り
も
八

ヵ
月
も

長
か

っ
た
」

の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、

一
九
四
七
年

に
お

い
て
す

で
に
輸
出
市
場
に
お
け
る
W
H
と
の
競
争

は
激

し
く
な

っ
て
お
り
、
そ

の
程
度
は
I
G
E
C
首

脳

の
ヘ
ロ
ッ
ド
に

「
こ
れ

は
わ
れ
わ
れ

に
と

っ
て
深
刻
な
問
題
で
あ
る
」

と
言
わ
し
め
る
ほ
ど
で
あ

っ
た
。

電
球
分
野

に
お

い
て
も
、
W
H
と

の
競
争
は
激
し
く
な
る
と
予
想
さ
れ

た
。

G
E
は
W
H
と

の
間

に
、

一
九

二
八
年
以
来
、
A

ラ
イ
セ

ン
ス
を
供

与
す

る
代
わ
り

に
W
H
の
電
球
輸
出
を
制
限
す
る
協
定
を
締
結
し

て
い
た
。

G
E
は

W
H
に
対
す

る
A
ラ
イ

セ
ン
ス
の
供
与
を

一
九
四
五
年
八
月

一
日

に
取
り
消

し
、

W
H
と

の
間
に
新
た
な
協
定
を
締
結
し
た
。

こ
の
改
定
は
、

一
九

四

一
年

に
司
法
省

に
よ

っ
て
提
訴
さ
れ
た
反
ト

ラ
ス
ト
法
裁
判

に
対

応

し
た
も

の
で
あ

っ
た
。

反
ト
ラ
ス
ト
法
訴
訟
は

G
E
と
W
H
と

の
間

の

A
ラ
イ
セ

ン
ス
を
供
与
す

る
協
定
を
違
法

で
あ

る
と

し
て
い
た
。
第

二
次

大

戦
中
、
戦
時
生

産

の
た
め
に
裁
判

の
審
理
は
延
期

さ
れ
て
い
た
が
、

一

九

四
五
年

に
審

理
は
再
開
さ
れ
た
。
本
格
的
な
裁
判
審
理

の
開
始
と
と
も

に
、
G
E
は

「情

勢

の
さ
ま
ざ
ま

な
諸
側
面
を
注
意
深
く
考
慮
し
た
結
果
、

ウ

ェ
ス
チ

ン
グ

ハ
ウ

ス
社
と

の
既
存

の
電
球

ラ
イ
セ
ン
ス
協
定
を
取
り
消

し
、
ウ

ェ
ス
チ

ン
グ

ハ
ウ

ス
社
と
新

た
な
協
定

を
締
結

す
る
こ
と
が
望
ま

し

い
」
と
し

て
、
W
H
と

の
協
定
を
改
定

し
た
。
W
H
と

の
間
の
新
協
定

は
、
既
存

の
電
球
特
許
に
も
と
つ
く
ラ
イ
セ

ン
ス
を

ロ
イ
ヤ
リ
テ
ィ
な

し

で
相
互

に
供
与
し
合

い
、
A

ラ
イ
セ

ン
ス
に
含
ま
れ
て

い
た
制
限
を
す

べ

て
除
去
す

る
も

の
で
あ

っ
た
。
新
協
定

の
締
結
以
降
、
電
球
輸
出
に
関
し

て
も

W
H
と

の
競
争
が
激
化
す
る

こ
と
に
な

っ
た
。

両
大
戦
間
期
、

I
G
E
C
は
W
H
な
ど

の
ア
メ
リ
カ
国
内

の
電
機

企
業

と

の
競
争

で
は
な
く
、
ジ

ー
メ
ン
ス
な
ど

の
海
外

の
主
要
な
工
業
国

の
企

業
と

の
競
争
と
協
調

の
関
係
を
調
整
す
る

こ
と

で
経
営
を
行

っ
て

い
た
。

こ
の
限
り

に
お

い
て
、

I
G
E
C
は
G
E
と
は
相
対
的

に
独
立
し
た
組
織

形
態

で
十
分
活
動

で
き
た
。

し
か
し
、

一
方

で
は
海
外
市
場

に
お
け
る
需

要
の
拡
大
、
他
方

で
は
反

ト
ラ
ス
ト
法
裁
判
を
契
機
と
し

て
、
重
電
分
野
、

電
球

分
野
の
両
方

に
お

い
て
、
海
外

の
電
機
企
業
と

で
は
な
く
、
む
し

ろ

W
H
と
の
輸
出
市
場
を

め
ぐ

る
競
争
が
激
し
く
な

っ
た
。

I
G
E
C
は

一

九
四
六
年

に
取
締
役
会
を
再
編

し
、

G
E
の
現
業
部
、
す
な
わ
ち
生
産
設

備
に
責
任

を
持

つ
副
社
長
を

I
G
E
C
取
締
役
会

に
加
え
、

よ
り
密
接
な

関
係
を
形
成

し
た

の
で
あ

る
が
、
少
な
く
と
も

一
九

四
八
年

の

ヘ
ロ

ッ
ド

の
演
説
に
見
る
限
り
、

い
ま

だ
に
G
E
と

I
G
E
C
と

の
関
係
は
輸
出
を

め
ぐ
る
競
争

に
対
し
て
は
不
十
分
だ

っ
た

の
で
あ

る
。
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3
 
輸

出
と
生
産

の
結
合
-

I
G
E
C
の
事
業
部
化

I
G
E
C
が
W
H
と
の
輸
出
市
場
を

め
ぐ

る
競
争

で
不
利

に
な

っ
て
い

る
原
因
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。

ヘ
ロ

ッ
ド
は

一
九

四
八
年

の
キ

ャ
ン
プ

に

お
け
る
演

説
で
、
そ
れ
を
G
E
と

I
G
E
C
と

の
間

の
関
係

が
緊
密

で
な

い
こ
と
、

と
く
に
輸
出
方

針
に
対

し
て
現
業
部
が
機
動
的

で
な

い
こ
と
を

指
摘

し
た
。
入
札
に
お

い
て
W
E
I
C
O
が
I
G
E
C
よ
り
も
有
利
な
条

件

を
提

示

で
き

る

の
は

「
明
ら
か

に
ウ

ェ
ス
チ

ン
グ

ハ
ウ

ス
の
工
場
が

…
…
攻
撃

的
に
か
れ
ら

の
国
際
経
営

の
後

ろ
に
控
え

て
お
り
、

工
場
は
か

れ
ら

の
国
際
会
社

が
よ
り
多

く
の
場
合

に
わ
れ
わ

れ
よ
り
も
短

い
納
入
期

間
を
」
提

示
す
る
こ
と
が
可
能
と

な

っ
て

い
る
か

ら
で
あ

る
、
と

ヘ
ロ

ッ

ド
は
指
摘

す
る
。
W
H
に
お
け
る
W
H
と

W
E
I
C
O
の
緊
密
な
関
係

に

対
し
て
、
G
E
と
I
G
E
C
と
の
間
の
関
係

は
緊
密

で
は
な
か

っ
た
。

同
キ

ャ
ン
プ
に
お

い
て

ヘ
ロ
ッ
ド
は
次

の
よ
う

に
述
べ
て

い
る
。

I
G

E
C
は

「
政
策
と
し
て
さ
ま
ざ
ま

な
製
品

ラ
イ

ン
を
援
助

し
な
け

れ
ば
な

ら
な

い
が
、
し
か
し
普

段
は
た

っ
た

一
つ
の

マ
ー
ジ
ン
し
か
な
く
、

し
か

も
た

い
て

い
は

マ
ー
ジ

ン
が
薄

い
市
場

で
二

つ
の

マ
ー
ジ
ン
を
受

け
取

る

と

い
う
考

え
方
は
、
根
本
的
に
海
外

で
の
わ
れ
わ

れ
の
ポ
ジ
シ

ョ
ン
を
不

利
に
し

て

い
る
」
。

つ
ま
り
、

I
G
E
C
は
財
務
諸
表

上

の
困
難
を
も

っ

て
お
り
、
独
立
子
会

社
形
態
で
あ

る
が
ゆ
え

に
自

ら
の
行
動
を
制

限
せ
ざ

る
を
得
な

い
。
こ

の
こ
と
が
I
G
E
C
を

め
ぐ

る

「
誤
解
」

の
根
拠

で
も

あ
り
、
輸

出
競
争

で
不
利
に
な

っ
て

い
る
原
因
で
も

あ

っ
た
。

そ
し
て

ヘ
ロ
ッ
ド
は
G
E
と
I
G
E
C
の
間
の
密
接

な
関
係
を
作

る
必

要
が
あ
る
と
し
て
次

の
こ
と
を
提
案

す
る
。
す
な

わ
ち
I
G
E
C
が
G
E

の
各
部
門

の
販
売
委
員
会

に
参
加

す
る
こ
と

、
現

業

や
そ

の
他

の
委
員
会

に
参
加

す
る

こ
と
、
で
あ

る
。

そ
し

て

「
わ
れ
わ
れ
は
、
国
際
分
野
に
お
け
る
問
題
を
解

決
す
る
た
め
に
、

最
高

の
頭
脳
を
G
E

の
さ
ま
ざ
ま
な
部
門
に
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に

な
り
た

い
」
と

ヘ
ロ
ッ
ド
は
目
標
を
述

べ
て

い
る
。

一
九

四
六
年

に
お
け

る
I
G
E
C
取
締
役
会

の
再
編
で
は
、
取
締

役
会

レ

ベ
ル
で
G
E
の
生
産

と
I
G
E
C

の
輸
出
を
結
び
付
け
よ
う

と
し
た

の
で
あ
る
が
、

一
九

四
八

年

の

ヘ
ロ

ッ
ド

の
演
説
は
、
取
締
役
会

レ

ベ
ル
で

の
連
携

で
は
限
界
が
あ

り
、
G
E

の
各
部
門
と

の
直
接
的
、
有
機

的
な
連
携
を
求
め
る
も

の
で
あ

る
と

い
え
る
。

そ
し

て

一
九

五
二
年
、
G
E
は
事
業

部
制
を
全
社
的
に
導
入
す
る
大
掛

か
り
な
組
織
再
編
を
実
行
し
た
。
こ

の
事

業
部
制

の
導

入
は
、
戦
後
電
機

市
場
が
多
様
化

し
市
場
規
模
が
拡
大
し
た
こ
と

に
対
応
し
て
G
E
の
事
業

も
多
様
化
、
規
模
拡
大
し
た

こ
と
、
ゆ
え

に
も
は
や
集
権

的
な
管

理
方
式

で
は
そ
れ
ぞ
れ

の
製
品
分
野

で
有
効
な
意

思
決
定
が
で
き

な

い
と
し
て
、

経
営

の
権
限
を
各
事
業
部

レ
ベ
ル
に
大
幅

に
委
譲
す
る
も

の
で
あ

っ
た
。

一
九

五
二
年

の
事
業
部
制
導
入

に
際
し
て
、
I
G
E
C
は

一
事
業

部
と
し

て
G
E
に
吸
収
さ
れ

る
。
図

2
は

一
九
五
三
年

に
お
け
る
G
E

の
組
織

図

を
示
し

て
い
る
。

I
G
E
C
事
業
部
は

エ
グ
ゼ
ク
テ

ィ
ブ

・
オ

フ
ィ
ス
の

レ
ベ
ル
で
は

「関
連
企
業

・
海
外
企
業
グ

ル
ー
プ
」

の
下
に
置
か
れ
、
引

き
続
き
国
際
関
係
と
対
政
府
関
係
を
担
当
す
る
P

・
D

・
リ
ー
ド
が
担
当

と
な

っ
た
。
ま

た
、

一
九
五
五
年

の
組
織
再
編

に
お

い
て
、
I
G
E
C
事

業
部
は
新
設

の

「流
通
グ

ル
ー
プ
」

の
下
に
置
か
れ
た
。

一
九
五
五
年

の
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再
編
に
よ
り
I
G
E
C
事
業
部

の
輸
出
機
能

は
よ
り
明
確

に
さ
れ
、

G
E

全
体
に
お
け
る
位

置
付

け
を
明
確

に
し
た
。

I
G

E
C

の
事
業

部
化

に
お

い
て
、
「
I
G

E
C
事
業
部
」

は
経
営
組

織
上
G
E
全
体
と
次

の
よ
う

な
関
係
を
持

つ
よ
う

に
な

っ
た
。
第

一
に
、

I
G
E
C
事
業
部

は
独
自

の
取
締
役
会

に
よ
る
意
思
決
定
を
す

る
こ
と
が

で
き
な
く
な
り
、

エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ

・
オ
フ
ィ
ス
の
メ
ン
バ
ー
で
あ

る
グ

ル
ー
プ

・
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
が
意

思
決
定
を
担
当
す

る
よ
う

に
な

っ
た
。

事

業
部
制
組
織

の
な
か
で
各

グ
ル
ー
プ
を
担
当
す

る
グ
ル
ー
プ

・
エ
グ
ゼ

ク

テ
ィ
ブ
は

「自

分
が
担
当
す

る
事
業

グ
ル
ー
プ
内

の
各
事
業
部

や
直
接

部
門

の
管

理
者

に
対
し
て
、
社

長

の
代
弁
者
と
な

っ
た
り
社
長

の
言
葉
を

代
弁
す
る
」
役
割

を
持

つ
。
し
た
が

っ
て
I
G
E
C
事
業
部
は

エ
グ
ゼ

ク

テ
ィ
ブ

・
オ

フ
ィ
ス
が
最
高
意

思
決
定
者
と

な
り
、

I
G

E
C
に
関
す

る

意
思
決
定
は
、
他

の
現
業
部

門
、
す
な
わ
ち
各

工
場
な
ど
と

の
有
機
的
な

連
携

の
な
か
で
行

わ
れ
る
よ
う

に
な

っ
た
。

第

二
は
法
的
な
側
面
で
あ
る
。
書
類
の
執
行
、
商
業
契
約

の
執
行
、
入

札

の
執
行
、
信
用
に
関
す
る
法
律

文
書
の
執
行

、
投
資

に
関
す

る
文
書

の

執
行
、
銀
行
口
座

の
設
立
と
運
用
に
関
す
る
執
行

、
小
切
手

に
署
名
す

る

権
限
、
外
国
為
替

取
引
に
関
す
る
文
書
に
署
名

し
執
行
す

る
権
限
、
債
務

保
証

の
権
限
な
ど
は
、
I
G
E
C
が
法
的
に
独
立

し
て

い
た
段
階

で
は
、

I
G
E
C
自
身

に
こ
れ
ら
を
執

行
す
る
権

限
が
あ

っ
た
。

し
か
し
I
G
E

C
事
業
部
と
な

っ
て
か
ら
は
、
こ
れ
ら

の
権

限
は
I
G
E
C
事
業
部

の
役

員

に
加
え
、
G
E

の
執
行
役

員
に
も
与
え

ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
、

G
E
の

経
営
執
行
役
員
は
直
接
I
G
E
C
事
業
部
の
意

思
決
定

に
も
介
在

で
き

る

こ
と

に
な

っ
た

の
で
あ
る
。

ト

ッ
プ
レ

ベ
ル
で

の
意
思
決
定

と
業

務
段
階
の
意

思
決
定

に
お

い
て
、

I
G
E
C
事
業
部
は
各

製
品
事
業

部
と
有

機
的
な
連

関
を
持

つ
よ
う

に
な

っ
た
。
こ
れ
が

一
九
五
二
年

に
な
さ
れ
た
組
織

再
編

、
I
G
E
C
の
事
業

部
化

の
も

つ
意
味
で
あ
る
。

五
 

結

論

両
大
戦
間
期
に
お

い
て
、
G
E
は
国
内

市
場
を
守

り
、
さ
ら
に
輸
出
市

場

で
あ
る

ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
市
場
な
ど
途
上
国
市

場
に
お
け
る
競
争

を
統

制
す
る
た
め

に
、
個
別
企
業
間
と

の
協

定
と
国
際

カ
ル
テ
ル
を

利
用
し
た
。

そ
し

て
独
立
子
会
社
と
し

て
の
I
G
E
C
と

い
う
組
織
形
態

は
、
ア
メ
リ

カ
市
場
と
海
外
市
場
が
分
離
し

て
い
る
状
況
で
は
国
際
戦
略

の
遂

行
に
ふ

さ
わ
し

い
形
態

で
あ

っ
た
。
し
か
し
、
第
二
次

世
界
大

戦
に
よ
る

ロ
ン
ド

ン

・
ベ
ー

ス
の
国
際
カ

ル
テ
ル
と

の
分
離
、
さ
ら
に
強
力

な
競
争

相
手

で

あ
る
ド
イ

ツ
企
業

の
世
界
市
場
か
ら

の
脱
落
、
そ
し
て
世
界
の
電
機
需
要

の
高
ま
り
と

い
う
好
条
件

の
下
、
G
E
は
輸
出
戦
略
を
前

面
に
出

し
、
輸

出
競
争
力
を
強
化
す
る
た
め

に
組
織
体
制
を
変
革

し
て

い
く
。
そ
れ
が

一

九
四
六
年

の
I
G
E
C
取
締
役
会

の
改
革
、
引
き

続
く

一
九
五
二
年

の
I

G
E
C

の
事
業
部
化

で
あ

っ
た
。
I
G
E
C

の
事

業
部
化
は
国
内

で

の
生

産
と
輸
出
と
を
有
機
的

に
結
び
付
け
た

の
で
あ
る
。
こ

の
よ
う

な
組
織
体

制

で
G

E
は

一
九
五
〇
年
代

の
国
際
戦
略
を
進
め
て

い
く
。

(1
)
 
正
確
に
は
、
ト
ム
ソ
ン
=
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
社
の
国
際
子
会
社
で
あ
る
ト
ム
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経営史学 第35巻 第3号

ソ

ン

=

ヒ

ュ
ー

ス

ト

ン

・
イ

ン

タ

ー

ナ

シ

ョ
ナ

ル

・
エ

レ

ク

ト

リ

ッ
ク

社

と

の

三

社

の

合

併

で

あ

っ
た

。

(2
)
 
G
E
の
国
際
戦
略

、
特

に
国
際

カ
ル
テ
ル
を
扱

っ
た
主
要
な
文
献

に
は
以

下
の
も
の
が
あ

る
。
板

垣
博

「
一
九

二
〇
年
代

ア
メ
リ
カ
電
機
産
業

の
海
外

進

出
-

G
E

の
海
外

進
出
と
世
界
市
場
」

『国
民
経
済
』
第

一
三
六
号
、

一
九

七
七
年

、
安
保

哲
夫

『戦
間
期

ア
メ
リ
カ
の
海
外
投
資
』
東
京
大
学
出

版
会

、

一
九
七
七
年

、
吉

田
正
樹

「
一
八
八
〇
年
代

か
ら

一
九

二
〇
年
代

に

お
け
る

ア
メ
リ
カ
電
機
産
業

の
海
外
進

出
」

『三

田
商

学
研
究
』

第
三
〇
巻

第

二
号
、

一
九
八
七
年
六
月
、
同

「
ア
メ
リ
カ
お
よ
び
ド
イ
ツ
電
機
産
業

に

お
け
る
カ

ル
テ
ル
形
成
と
そ
の
国
際
化
に

つ
い
て

戦
前

の
G
E
を
中
心

に
み
た
特
許
支

配
と
カ

ル
テ
ル
に
よ
る
市
場
統
制
」

『三
田
商
学
研
究
』
第

三
〇
巻
第
四
号
、

一
九
八
七
年

一
〇
月
。
こ
れ
ら
の
文
献
の
記
述

は

一
九

三

〇
年
代
ま

で
で
終
わ

っ
て
お
り
、
そ
の
後
の
展
開
な
ど
に

つ
い
て
は
分
析

さ

れ

て

い
な

い
。

ま

た

は
電
球
カ
ル
テ
ル
と
G
E

の
特
許
支
配
に

つ
い
て

主

に
述

べ
ら
れ

て
い
る
が
、
戦
後

に
つ
い
て
は
分
析
が
及
ん
で

い
な

い
。

(3
)

江

夏

健

一
、

米
倉

昭

夫

訳

『多

国
籍
企
業

の
成
熟

上

・
下
』
、

ミ
ネ

ル
ヴ

ァ
書
房
、

一
九
七
八
年
、
下
、

六
〇
-
六
ニ
ペ
ー
ジ
。

(4
)
 
小
林
袈
裟
治

『G
E
』
東
洋
経
済
新
報
社

、

一
九
七

〇
年
、

二
四

一
-
二

四
三
ペ
ー
ジ
。

(5
)
 
同
書
、
二
三
四
-
二
三
五
ペ
ー
ジ
。

(6
)
 
坂
本
和

一

『G
E
の
組

織
革
新
-

リ
ス
ト
ラ
ク
チ

ュ
ア
リ
ン
グ

へ
の
挑

戦
』
法
律
文
化
社

、

一
九
八
九
年
、

『新

版
G

E
の
組
織

革
新
-

二

一
世

紀
型
組
織

へ
の
挑
戦
』
法

律
文
化
社

、

一
九
九
七
年

。

(7
)
 
小
林
、
前
掲
書
、

一
三
二
-

一
四

一
ペ
ー
ジ
。
坂

本
和

一

『新
版

G
E
の

組
織
革
新
』
、
七

五
-
八

一
ペ
ー
ジ
。

(8
)
 
「
…

い
わ
ゆ
る

<電
力

の
循

環
的
な
需
要
拡
大
>

を
知
る
必
要
が
あ

る
。

…

つ
ま
り
、
電
力

の
使
用
は
、
加
速
度
的
に
電
力
に
対
す
る
需
要
を
促
進

し
、

一
般
消
費
者
用

の
電
気
器
具
ば
か
り
か
、
発
電
、
送
電
、
な
ら
び
に
配
電

用

の
電
気
器
具

の
需
要
を
増
大
」
さ
せ
る
。
電
力

の
供
給
と
消
費

の
両
側
面
で

需

要

が
拡

大

す

る

の
で
あ

る
。

川
村
欣

也
訳

『
こ
れ
か

ら

の
経
営

者
』

東
洋
経
済
新
報
社
、

一
九

五
八
年
、

一
一
ペ
ー
ジ
。

(
9
)
 
と
く

に
ド
イ
ツ
の
ジ

ー
メ
ン
ス
社
は
G
E
よ
り
も
設
立
が
早
く

(
一
八
四

七
年

設
立
)、

一
九

世
紀
中
ご

ろ
か
ら
電
気

技
術
史

に
残

る
数

々
の
発
明
を

行
う

な
ど
優
れ
た
技
術

の
蓄
積
を
保
持
し

て
い
た
。
と
く

に
発
電
機
に
関
す

る
技
術

は
独
自

な
も

の
が
あ

っ
た
。
山
崎
俊
雄
、
木
本
忠
昭
共
著

『新
版
電

気

の
技
術

史
』

オ
ー
ム
社

、

一
九
九

二
年
、

一
二
二
-

一
三

一
ペ
ー
ジ
。

(10
)
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(W

・
R

・
ヘ

ロ
ッ
ド

の

ス
ピ

ー

チ
文

書
。

に
お
け
る
演
説
)
。

(11
)

(12
)
 
G
E
が
関
係
し

て
い
る
電
機
製
品

の
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
輸
出
は
、

一
九

一

九
年
か
ら

一
九

二
三
年

の
五
年
間

に
お

い
て
約
三
億
〇
二
〇
〇
万
ド
ル
で
あ

り
、

一
九
三
六
年
か
ら

一
九
四
〇
年
ま

で
の
五
年
間
で
は
約
三
億
〇
八
〇
〇

万
ド

ル
で
あ

っ
た
。

一
九
三
六
年
か
ら

の
五
年
間
に
お
け
る
I
G
E
C

の
ア

メ
リ
カ

の
電
機
輸
出
額

に
占
め
る
輸
出
ポ
ジ
シ

ョ
ン
は
二
四

・
二
%
で
あ
り
、

し
た
が

っ
て

I
G
E
C

の
輸

出
額

は
年

間
約

二
五
〇
〇
万

ド

ル
と
な

る
。

(13
)

(14
)
 
両
大
戦
間
期

に
お
け
る
G
E

の
国
際
経
営

の
目
的

の

一
つ
が
、
海
外
企
業

の
ア
メ
リ
カ
市
場

へ
の
進
出
を
阻
止
す
る
こ
と

で
あ

っ
た
、
と

い
う
点

は
以

下
の
文
献

で
も
指
摘
さ
れ

て
い
る
。
板
垣
、
前
掲
書
。
吉
田
正
樹

「
一
八
八

〇
年
代

か
ら

一
九

二
〇
年
代

に
お
け
る
ア

メ
リ

カ
電
機
産
業

の
海
外
進
出
」

『三
田
商
学
研
究
』
第

三
〇
巻
第

二
号
、

一
九
八
七
年
六
月
。
安
保

、
前

掲

書
。
小
林
、
前
掲
書
。
 
R
e
i
c
h
,
 
o
p
.
 
c
i
t
.

(15
)
 
「強
力

な
電
機
産
業
企
業

を
保
有
し

て
お
り
、
わ
れ
わ
れ

の
通
常

の
輸

出

市
場
と
は
み
な
せ
な

い
大
陸

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
イ
ギ
リ

ス
、
日
本
を
除
外
し
、

さ
ら

に
G
E
が
利
害
を
持

っ
て
い
な

い
電
信

・
電
話
機
器
や
バ

ッ
テ
リ
ー
装

置
な
ど

の
製
品
分
野
を
除
外
す
れ
ば
、
普
通
に
潜
在
的
市
場
と
み
な
さ
れ
る

第

二
次
世
界
大
戦
以
前

に
お
け

る
そ
れ
ら

の
地
域

の
電
機
製
品
貿
易
は
、
年

間

二
億
ド
ル
か
ら
四
億
ド

ル
の
規
模

に
な
る
。」

(
16
)

(
17
)

(
18
)

(19
)
 
安

保
、
前
掲
書
、

三

一
九
-
三

二
〇

ペ
ー
ジ
。
吉

田
、
前
掲
書
、

「
ア
メ

リ
カ
お
よ
び

ド
イ
ツ
電
機
産
業

に
お
け

る
カ
ル
テ
ル
形
成
と
そ

の
国
際
化

に

つ
い
て
-

戦
前

の
G
E
を
中
心

に
み
た
特
許
支
配
と

カ
ル
テ
ル
に
よ

る
市

場
統
制
」
、
六
七
-
六
九

ペ
ー
ジ
。

(20
)
 
安
保

、
前
掲
書
、

三

一
九

-
三
二
〇
ペ
ー
ジ
。
吉
田
、
前
掲
書
、
六
七

-

六
九

ペ
ー
ジ
。

(21
)
 
イ
ギ
リ
ス

の
G
E

C

、
ド
イ

ツ
の
ジ
ー

メ
ン
ス
、
ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
の
A
S
E
A
社
は
G

E
の
資
本
参
加
を
嫌

い
、
G

E
の
持
株
は
処
分
さ
れ
た
。

(
マ

ニ

ュ
ス

ク

リ
プ

ト
)

(
22
)
 
吉

田

、
前

掲

書

、

六

三

-

六

六

ペ

ー

ジ
。

(
23
)
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(
24
)

(
25
)

(
26
)

(
27

)

(
28

)

(
29

)

(
30

)

(
31
)

(
32
)

(
33
)
 
G
E
と

I
G
E

C
と

の
間

の
契

約

で
は
、

(
一
)

両
者
間

の
市
場
分
割
、

(二
)

I
G
E
C
は
必
要
な
と
き

に
G
E

の
生
産
設
備
を

利
用
で
き
、
G
E

か
ら

技
術

援

助
が

与
え

ら

れ

る

こ
と
、

(三
)

特

許
、
商

標

に

つ
い
て
、

(四
)

I
G
E
C
が
G
E

の
唯

一
の
海
外
事

業

の
代
理
店

で
あ

る
こ
と
が
規

定

さ
れ
て

い
た
。

(34
)

(35
)

(36
)
 
例
え
ば
ブ
ラ
ジ
ル
で
は

一
九

二
〇
年
代
か
ら

現
地
生
産

が
行
わ

れ
て
い
た
。

同
訳
書
、
上
、
三
四

ペ
ー
ジ
。

(
37
)
 
河
村
哲

二

『
パ

ッ
ク
ス

・
ア
メ
リ
カ
ー
ナ

の
形
成
』
東
洋
経
済
新
報
社
、

一
九
九

五
年

、

一
〇

四
-

一
〇
八

ペ
ー
ジ
。

(38
)

(39
)

一
九

四

一
年
以
降

の
受

注
額

に
占

め
る
軍
需

の
比
率
は
以
降

の
年

次
報
告

に
お

い
て
は
公
表

さ
れ
て
い
な

い
。

(40
)

(
41
)
 
河
村

、
前

掲
書

、

一
〇

六

ペ

ー
ジ

の
表

2

-

1
。

(
42
)

(
43
)
 
河
村

、

前

掲
書

、

五

四

-

五

八

ペ

ー
ジ

。

(
44
)

(
45
)

(
46
)

(47
)

(48
)

(49
)

(50
)

(51
)

(52
)

(53
)

(54
)



論 文

(
55
)

(56
)

(
57
)

(58
)
 
一
九
四
八
年

に
ヘ
ロ
ッ
ド
は
そ

の
ア
ソ
シ

エ
ー
シ

ョ
ン

・
ア
イ
ラ
ン
ド
で

の
演
説

で

「電
気
機
械
輸
出
組
合

の
解
散
と
そ
れ

の
イ
ン
グ
ラ

ン
ド
に
あ

る

I
E
A
と

の
契
約

の
解
消

に
伴

い
、
わ
れ
わ
れ
は
も
は
や
世
界
の
主

要
な
輸

出
企
業

の
相
対
的
な
ポ
ジ
シ

ョ
ン
に
関
す
る
よ
り
正
確
な
指

標
を
与
え

て
く

れ

る
、
大
量

の
情
報
に

ア
ク
セ

ス
で
き
な

い
」
と
述
べ
て

い
る
。
I
E
A
に

一
九
四
七
年
ま

で
G
E
が
接
触
を
持

っ
て

い
た

の
は
、
こ
の
よ
う

な
情
報

の

た
め

で
あ

る
と
言
え

る
。

(
59

)

(60
)
 
以
上
、

ヘ
ロ

ッ
ド

の
報
告

に

関
し

て
は
、

(61
)
 
ヘ
ロ
ッ
ド
は

ア
ソ
シ

エ
ー
シ

ョ
ン

・
ア
イ
ラ

ン
ド
の
演
説

で
、
為
替

と
輸

入
管
理
に
関
す
る
困
難
を
あ
げ
、
輸
出
を
拡
大
す
る
た
め
に
は

「
…
よ
り
多

く

の
注
意
を
、

一
般
的
な
消
費
者
に
対
し
て
よ
り
も

む
し
ろ
、
ワ
シ
ン
ト
ン

馳
と

国
内
外

の
政
府

当
局

に
向

け

る
必

要
が

あ

る
」

と
演

説

し

て

い
る
。

さ
ら

に
、
G
E
会
長

の
リ
ー
ド
は
同

じ
キ

ャ
ン
プ

で

マ
ー
シ

ャ
ル
プ

ラ
ン
の
重

要
性

に

つ
い
て
演
説
を
行

っ
て

い
る
。

(
62
)
 
重
電
製
品
は

「今

日
の
状
況
下

で
は
、
戦
争

の
結
果
と
し
て
再
び
わ
れ
わ

れ
の
輸
出

の
主
要
な
部
分

に
な

っ
て
い
る
」
が
輸
出
に
関
す
る
状
況
は

「楽

観

的

で

は

な

い
」
。

(63
)

(
64
)

(65
)

(66
)
 
以
下
、

I
G
E
C
取
締
役
会

の
組
織
改
革
と
国
際
委
員
会
の
任
命
に
関
し

て
は
、

(67
)
 
主
要
な
反
ト

ラ
ス
ト
法
訴
訟

に
は
他

に
電
球
訴
訟
と
海
外
協
定
訴
訟
が
あ

る
。
電
球
訴
訟
は
司
法
省

に
よ

っ
て

一
九
四

一
年
に
提
訴
さ
れ
た
も

の
で
あ

り
、
海
外
協
定
訴
訟
は

一
九
四
五
年
に
同
じ
く
司
法
省
に
よ

っ
て
提
訴
さ
れ

た
も

の
で
あ
る
。
前
者
は

フ

ェ
バ

ス
協
定

へ
の
参

加
が
違
法
で
あ
る
と
し
て
、

78
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後
者

は
電
球
と

ラ
ジ

オ
を
除
く
す

べ
て
の
電
機
製
品

に
関
す
る
海
外
諸
企
業

と

の
協
定
が
違
法
だ
と

し
て
告
訴
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。
こ

の
二

つ
の
訴
訟

は

同

時

に
審

理

さ

れ
、

一
九

五

三
年

一
〇

月

に
相
次

い
で
結

審
し

た
。

(68
)

(
69
)

(
70
)

(71
)

(72
)

(73
)

(74
)
 
W
H
が

一
九
四
二
年

に
同
意
判
決

に
署
名
し
た

の
に
対
し
、
G
E
は

一
九

五
三
年

ま
で
裁
判
闘
争

を
続
け

た
。

G
E
が
最
後
ま

で
抵
抗
し
た

の
は
、
政

府

が
G
E
の
電
球
事
業

を
半
分

に
分
割
、
分
離
す

る
こ
と
を
要
求
し

て
い
た

か
ら
で
あ
る
。
G
E
は
電
球
事
業

の
分
割
を
回
避
す

る
た
め
、
告
訴
状

に
あ

る
そ

の
他
の
項
目
に

つ
い
て
は
、

一
九

五
三
年
ま

で
に
ほ
と

ん
ど
改
定
す
る

か
あ
る

い
は
取
り
消
し
た
。
結

局
法
廷

は
政
府

に
よ
る
G
E
の
電
球
事
業

の

分
割
要
求
を
否
定
し
た
。

(75
)

(76
)

(
77
)

(78
)

(79
)

(80
)
 
坂

本

『新
版
G
E
の
組
織
革
新
』
、
九
三
-

一
〇
五

ペ
ー
ジ
。

(81
)

(82
)

斎

藤
毅

憲
、

岡
田
和
秀
監
訳

『現
代
経
営

の
精
髄
-

G
E
に
学

ぶ
』
文
真
堂
、

一
九
九

二
年
、
四

三
ペ
ー
ジ
。
原
出
所
は

(
83
)

(に
し
む
ら

・
し
げ
ひ
ろ

京
都
大

学
大
学
院
)
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THE ABSORPTION OF INTERNATIONAL GENERAL ELECTRIC AND 

CHANGES IN GENERAL ELECTRIC'S INTERNATIONAL STRATEGY

Shigehiro Nishimura 

Kyoto University

In 1952, General Electric Co. (GE) absorbed their completely owned 

subsidiary, International General Electric Co., Inc. (IGEC) and made IGEC a 

division of the company. This article explores the reason for this absorption 

from the viewpoint of GE's export trading. If we limit ourselves to only some 

indicators of international cartel and foreign direct investment, we cannot fully 

examine GE's international business history.

During the interwar period, GE had led international cartels, the Phoebus 

Agreement in the electric lamp field, and the International Notification and 

Compensation Agreement in the electrical apparatus field to protect the American 

market and to compete in the export market. Because of the segregation of the 

domestic market from the foreign market and the different way in which business 

was conducted, the structure of IGEC was appropriate for its international 

strategy.

But World War II changed the export market. First, the war cut off the 

relationship between IGEC and the London-based cartels. Second, the German 

and Japanese industries dropped out of the international market. And, after the 

war, the general demand for electrical apparatus and appliance rose significantly.

In this favorable environment, GE decided to strengthen its export effort. It, 

however, met with stiff competition from Westinghouse Corporation (WH). In 

order to compete with WH, GE needed to adapt its own manufacturing facilities 

to the exporting business. GE then absorbed IGEC and changed its managing 

structure into a multidivisional one.


